
表　第２回検討会における主要な意見の反映等について

意見等
ページ

（今回資料）
備考

－中小事業者が取り組み易い構成・内容への変更－

① （「本指針の利用にあたって」を追記）
・更新計画に耐震化方針を盛り込むことで耐震化計画
となること、対策・検討項目を選定して耐震化計画を策
定して良いこと、策定事例により容易に耐震化計画を策
定できること等を記述。

・本指針
の利用に
あたって

別紙参照

② （更新を基本とした耐震化）
・更新により耐震化を推進することができ、更新計画に
耐震化方針を盛り込むことで、耐震化計画となることを
記述。

・本指針
の利用に
あたって
・P４、P37

③ （アセットマネジメントに関する記述の変更）
・アセットマネジメントについて記述しているP4の図１と
説明文は、後段の「5.1 ３）アセットマネジメントによる更
新計画等の他計画との統合」に移して統合。
・耐震化計画は、水道事業全体のアセットマネジメント
に先行して、重要度や緊急性などに応じて必要な耐震
化対策を選定し策定してもよいことを明記。

・P36、P37

④ （対策・検討項目を選定できることを追記）
・指針は全国の水道事業者等における利用を考慮し
て、対策や検討項目は網羅したものを示すが、それらを
選定して耐震化計画を策定できることを適宜記述。

・本指針
の利用に
あたって
・P4,P６
・P21,P22

２．優先的な耐震化の実
施について

⑤ 重要給水施設への供給ラインや基幹管路等において、
耐震性が低く経年管の進行した施設や管路の耐震化に
ついては優先的に実施する旨を記述。

３．耐震化対策（ハード
対策）を中心とした地震
対策の推進について

⑥ ・地震対策は水道施設全体を更新等の耐震化対策
（ハード対策）により耐震化して被害を未然に防ぐことが
基本であるが、それには50～100年程度の長期間を要
するため、それまでの措置として応急対策（主にソフト対
策）が必要。
・本指針では耐震化対策（ハード対策）を基本としつつ、
応急対策（主にソフト対策）についても体制確保に向け
て必要な事項を示す旨を記述。

・本指針
の利用に
あたって
・P23

対応（ページは第２回検討会資料）

１．中小事業者における
耐震化計画策定の推進
について

資料－１



意見等
ページ

（今回資料）
備考

⑦ （目標設定の考え方等）

・耐震化計画の計画期間は10～20年間程度を標準（5
年程度のものでも良い）とし、事業体において適切に定
め、目標は計画期間と合わせたものとする旨を記述

・応急給水の目標については、住民の生活の安定等を
考慮した望ましい値（応急復旧を２週間以内に完了する
等）を基本に、現状の水道施設の耐震化の状況、およ
び計画期間において実施できる耐震化整備量等を考慮
して定める旨を記述する。

・耐震化の目標は、現状ではなく、耐震化計画における
将来の目標である旨を明記する。

・応急給水や応急復旧の目標設定による耐震化の目標
設定が困難な場合は、耐震化の指標等により、耐震化
の目標水準を設定してもよい旨を記述。

⑧ （耐震化対策と応急対策の関連図について）
・現状と耐震化後について、地震発生からの期間(横軸)
と供給人口(縦軸)を示したグラフを作成して説明する。

・P18, P19

⑨ (水道施設の機能維持水準)
・基幹施設・管路等を選定して、水道施設全体の最終的
な機能維持水準を定め、その上で、計画目標年次にお
ける耐震化の目標（応急復旧期間）、現状の水道施設
の耐震化の状況等より、計画期間（10年等）において耐
震化（更新）する施設・管路を設定することを記述する。

・P20

５．その他

○重要給水施設管路は
基幹管路に含む。

⑩ （重要給水施設管路の位置付け）
・国（厚生労働省）における整理区分に合わせて、原案
の用語の説明とおりとし、重要給水施設管路は基幹管
路には含めず、基幹管路等に含める。

・P7

○耐震化対策等の用語
の整理・統一

⑪ （耐震化対策の体系等）
　P22の図を以下のように修正する。
　　・「耐震化対策」→「地震対策」
　　・「水道施設耐震化」→「耐震化対策」

・P22等

○５章の「耐震化計画の
策定」を前に移して、耐
震化計画の作成イメー
ジを先に示す。

⑫ （耐震化計画の概要説明の位置）
・原案の５章の内容は、４章で耐震化対策を検討した
後、それを事業化するための検討内容を示しているた
め、基本的な内容は原案通り５章で示す。
・ただし、耐震化計画の概要を示す内容を、「第Ⅰ部
3．耐震化計画の策定手順」の（耐震化計画の策定フ
ロー）において説明する。

・P4

・P16,
P17, P18

４．耐震化目標設定の
考え方について

対応（ページは第２回検討会資料）
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事
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上
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方

法
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の

か
[鍬

田
委

員
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→
中

小
事

業
体

に
作

成
し
て

貰
う
こ
と
を
考

慮
す

る
が

、
ま
ず

耐
震

化
の

全
体

像
・
基

本
を
示

し
、
そ

の
上

で
必

要
な

項
目

を
選

ぶ
よ
う
な

ま
と
め

方
と
す

る
。
[宮

島
委

員
]

・
耐

震
化

の
全

体
像

を
示

し
て

、
そ

の
上

で
必

要
な

項
目

を
選

ん
で

耐
震

化
を
検

討
す

る
と
い

う
方

針
で

と
り
ま
と
め

る
。

－

（ハ
ザ

ー
ド
対

策
と
更

新
計

画
と
の

関
連

）

Ａ
2

－
・
ハ

ザ
ー

ド
の

考
え

方
と
更

新
計

画
の

考
え

方
が

う
ま
く
合

う
よ
う
な

計
画

方
法

が
作

れ
れ

ば
よ
い

。
[鍬

田
委

員
]

・
更

新
に

あ
た

っ
て

は
、
水

道
施

設
全

体
の

耐
震

性
を
効

率
的

・
効

果
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高

め
る
た

め
、
基

幹
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設
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等

や
耐

震
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設
・
管

路
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優

先
し
て

更
新

す
る
こ
と
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記
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。

「
水

道
施

設
全

体
の

耐
震

性
を
効

率
的

・
効

果
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に
高

め
る
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と
」
を

記
述

。
※

そ
れ

例
外

は
記

述
済

み
。

本
指

針
の

利
用

に
あ

た
っ
て

,P
3
7
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－
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震
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に
対

す
る
ハ

ザ
ー

ド
の

設
定

方
法

を
示

し
た

方
が

よ
い

。
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田
委

員
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・
想

定
地

震
や

地
震

動
等

の
ハ

ザ
ー

ド
の

設
定

方
法

に
つ

い
て

記
述

す
る
。

左
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述
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Ａ
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設
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運
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す
る
と
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あ
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の
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が

合
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つ

よ
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な

計
画
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あ

れ
ば

良
い

。
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よ
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規
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統
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割
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更
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す
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と
、
そ
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り
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バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
機

能
の

強
化

（
施

設
の

複
数

化
）
と
と
も
に

、
将

来
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維
持

管
理

や
再

更
新

等
を
効

率
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き
る
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と
を
記
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す

る
（
P
3
5
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「
5
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震
化

計
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の
策

定
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来
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述
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盛
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す
。
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田
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ビ
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ョ
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計
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述
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る
（
P
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Ⅰ
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 2
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３
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計
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の
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付
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組
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5
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け
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。
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の
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の
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、
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あ
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か
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、
そ
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ッ
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ア
ッ
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に
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い
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、
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述

で
き
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田
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、
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等
の

給
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を
含
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、
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編
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添

付
し
て

紹
介

す
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-

→
財

政
面

の
補

助
等

に
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い
て

は
、
こ
の

委
員

会
で
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扱
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こ
と
が

で
き
な
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で

は
中

小
事

業
者

が
耐

震
化

を
始

め
ら
れ

る
方

法
を
検

討
す

る
。
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島
委

員
]
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1

－
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こ
か

ら
は

指
針

の
内

容
と
は

別
で

す
が

、
阻

害
要

因
に

つ
い

て
。

第
１
回

委
員

会
で

木
村

委
員

が
、
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
に

つ
い

て
発

言
が

あ
り
ま
し
た

が
、
耐

震
化

を
進

捗
す

る
た

め
に

は
”
人

、
お

金
”
が

必
要

で
す

。
若

干
指

針
の

中
で

も
触

れ
ら
れ

て
は

い
ま

す
が

、
こ
の

点
が

重
要

で
す

。
中

小
事

業
所

を
や

る
気

に
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せ

る
た

め
に

も
何

ら
か

の
イ
ン
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ン
テ
ィ
ブ
が

あ
れ

ば
と
思
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ま
す

。
ア

イ
デ

ィ
ア
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か
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に
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ー

ル
し
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し
た

が
。
耐

震
化
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め
る
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必
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か
と
。
　
［
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］
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Ａ
７
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P
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資

料
-
4
(1
)の

ペ
ー
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を
示

す
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指
針

へ
の
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映

番
号

（
タ
イ
ト
ル

の
名

称
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

B
2

全
体

目
次

で
節

と
項

が
同

じ
タ
イ
ト
ル

と
い

う
の

は
よ
く
な

い
．
例

え
ば

，
「
2
.2
管

路
等

の
被

害
想

定
」

「
2
.2
.1
管

路
等

の
被

害
想

定
」
。
同

様
に

「
3
.1
耐

震
化

の
目

標
」
、
「
5
．
耐

震
化

計
画

の
策

定
」
．
［
宮

島
委

員
］

・
節

、
項

の
内

容
を
考

慮
し
た

上
で

、
タ
イ
ト
ル

を
異

な
る
名

称
に

設
定

。
左

記
を
修

正
P
1
2
,P
1
6
,

P
3
6

２
．
指

針
の

構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（津
波

対
策

、
水

害
対

策
の

記
載

位
置

）

Ａ
8

－
・
津

波
は

地
震

に
関

連
す

る
の

で
、
Ⅲ

部
を
水

道
施

設
の

津
波

対
策

と
し
、
Ⅳ

部
を
水

道
施

設
の

水
害

対
策

に
入

れ
替

え
る
。
[宮

島
委

員
]

・
左

記
の

よ
う
に

、
Ⅲ

部
を
水

道
施

設
の

津
波

対
策

、
Ⅳ

部
を

水
道

施
設

の
水

害
対

策
に

変
更

。
左

記
を
変

更
P
4
1
,P
4
4

B
3

－
第

III
部

と
第

IV
部

の
順

序
を
入

れ
替

え
る
．
　
［
宮

島
委

員
］

・
（
Ａ
８
と
同

じ
）

B
4

－

（
内

容
）
 全

体
構

成
の

見
直

し
（
意

見
）
 耐

震
化

、
津

波
、
水

害
の

区
分

を
明

確
に

す
る

（
修

正
案

）
 第

Ⅳ
部

を
第

Ⅱ
部

に
 ［
熊

木
委

員
］

・
（
Ａ
８
と
同

じ
）

・
第

Ⅳ
部

を
第

Ⅱ
部

に
含

め
る
こ
と
に

つ
い

て
、
津

波
対

策
は

沿
岸

部
の

事
業

者
に

お
い

て
検

討
さ
れ

る
も
の

で
あ

り
、
全

事
業

者
を
対

象
と
す

る
耐

震
化

対
策

と
は

対
象

が
異

な
る
た

め
、

両
対

策
の

部
を
分

け
る
。

－
－

（
耐

震
化

計
画

の
概

要
説

明
の

位
置

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
計

画
期

間
の

設
定

を
含

め
、
５
章

の
「
耐

震
化

計
画

の
策

定
」
に

つ
い

て
は

、
は

じ
め

の
方

に
持

っ
て

き
て

、
耐

震
化

計
画

の
作

成
イ
メ
ー

ジ
を
先

に
示

し
た

方
が

よ
い

。
第

Ⅱ
部

の
は

じ
め

に
基

本
的

な
考

え
方

を
示

し
、
そ

の
中

に
５
章

の
内

容
が

入
る
よ
う
な

構
成

に
し
た

方
が

分
か

り
や

す
い

の
で

は
。
[熊

木
委

員
]

耐
震

化
計

画
の

概
要

を
示

す
内

容
を
、
「
本

指
針

の
利

用
に

あ
た

っ
て

」
、
「
3
．
耐

震
化

計
画

の
策

定
手

順
」
に

示
す

。

本
指

針
の

利
用

に
あ

た
っ
て

,P
4

→
最

近
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
で

は
、
最

低
限

の
重

要
な

内
容

を
前

に
示

し
、
詳

し
い

内
容

は
後

ろ
に

示
す

よ
う
な

方
法

も
あ

る
が

、
そ

の
よ
う
な

方
法

は
効

果
的

か
と
思

う
。
[宮

島
委

員
]

→
５
章

に
つ

い
て

は
、
必

要
な

所
は

前
に

移
す

。
[事

務
局

]

B
5

P
1

１
頁

：
「
1
.は

じ
め

に
」
で

、
何

を
す

れ
ば

良
い

の
か

が
最

初
に

把
握

で
き
る
よ
う
に

，
耐

震
化

計
画

策
定

の
概

要
を
含

め
る
方

が
良

い
．
［
宮

島
委

員
］

・
耐

震
化

計
画

策
定

の
概

要
を
、
「
本

指
針

の
利

用
に

あ
た

っ
て

」
、
「
3
．
耐

震
化

計
画

の
策

定
手

順
」
に

示
す

。
※

中
小

規
模

事
業

者
等

が
耐

震
化

計
画

策
定

の
イ
メ
ー

ジ
を

掴
め

る
よ
う
な

内
容

と
す

る
。
（
A
９
と
同

じ
）

－
－

(B
4
)

－
（
修

正
案

）
 第

Ⅰ
部

：
1
.～

4
章

は
同

じ
  
  
  
  
  
  
 第

Ⅱ
部

：
5
章

→
1
章

→
2
章

→
3
章

→
4
章

の
順

に
 ［
熊

木
委

員
］

・
（
Ａ
９
と
同

じ
）

－
－

B
6

－

●
　
P
1
　
第

Ⅰ
部

　
耐

震
化

計
画

の
基

本
的

な
考

え
方

　
・
第

Ⅰ
部

全
体

を
後

ろ
に

移
動

す
る
。

　
・
「
は

じ
め

に
」
の

み
最

初
に

掲
載

す
る
。
　
［
岡

部
委

員
］

・（
Ｃ
２
、
Ｃ
３
、
Ａ
９
を
参

照
）

・
第

Ⅰ
部

に
つ

い
て

、
1
．
は

じ
め

に
以

外
に

、
2
．
耐

震
化

計
画

の
位

置
付

け
、
3
．
耐

震
化

計
画

の
策

定
手

順
、
4
．
用

語
の

説
明

が
あ

る
が

、
こ
れ

ら
つ

い
て

も
耐

震
化

計
画

の
概

要
を

理
解

し
て

い
た

だ
く
た

め
に

必
要

で
あ

る
た

め
、
第

Ⅰ
部

に
含

め
る

－
－

Ａ
9

－
・
５
章

は
４
章

で
耐

震
化

対
策

を
検

討
し
た

後
、
そ

れ
を
事

業
化

す
る
た

め
の

検
討

内
容

を
示

し
て

い
る
た

め
、
基

本
的

な
内

容
は

原
案

通
り
５
章

で
示

す
。

・
た

だ
し
、
耐

震
化

計
画

の
概

要
を
示

す
内

容
に

つ
い

て
は

Ｂ
５
と
同

様
に

、
「
本

指
針

の
利

用
に

あ
た

っ
て

」
、
「
3
．
耐

震
化

計
画

の
策

定
手

順
」
に

示
す

。

2



検
討

会
意

見
メ
ー

ル
意

見
事

務
局

再
検

討
内

容
ペ

ー
ジ

表
　
第

２
回

検
討

会
に

お
け

る
意

見
の

反
映

等
に

つ
い

て

目
次

ペ
ー

ジ
意

見
等

対
応

(※
P
は

第
２
回

検
討

会
資

料
-
4
(1
)の

ペ
ー

ジ
を
示

す
)

指
針

へ
の

反
映

番
号

（「
2.
水

道
施

設
の

被
害

想
定

」を
「
応

急
復

旧
」と

「応
急

給
水

」の
対

策
の

章
に

移
動

）

B
7

P
9

●
　
P
9
　
第

Ⅱ
部

　
水

道
の

耐
震

化
計

画
策

定
指

針
①

第
Ⅱ

部
　
「
2
.水

道
施

設
の

被
害

想
定

」
は

「
応

急
復

旧
」
や

「
応

急
給

水
」
の

計
画

策
定

の
た

め
に

、
水

道
施

設
の

全
体

の
被

害
を
想

定
す

る
た

め
に

立
て

る
。
個

別
の

耐
震

診
断

は
、

「
耐

震
化

対
策

」
の

中
で

、
「
水

道
施

設
耐

震
工

法
指

針
・
解

説
」
な

ど
を
参

考
に

判
定

し
て

い
く

方
が

よ
い

。
管

路
に

お
い

て
も
被

害
率

が
算

出
さ
れ

て
も
、
個

別
の

施
設

を
更

新
、
補

強
な

ど
を
す

る
か

は
基

準
と
の

照
合

に
な

る
。
従

っ
て

、
「
2
.水

道
施

設
の

被
害

想
定

」
は

「
応

急
復

旧
」

と
「
応

急
給

水
」
と
同

じ
章

に
し
て

、
後

に
回

す
。
［
岡

部
委

員
］

・
水

道
施

設
の

被
害

想
定

を
行

っ
た

上
で

、
耐

震
化

目
標

を
設

定
す

る
た

め
、
章

構
成

は
現

行
案

と
す

る
。
（
Ａ
１
６
と
同

じ
）

－
－

B
8

P
2
9

～
3
4

●
　
P
2
9
　
「
4
.4
　
復

旧
の

迅
速

化
」
　
か

ら
「
4
.5
　
応

急
給

水
の

充
実

」
「
4
.6
危

機
管

理
体

制
の

強
化

」
は

、
別

の
章

立
て

と
す

る
。
例

え
ば

「
災

害
時

対
策

」
な

ど
。
　
［
岡

部
委

員
］

・
対

策
に

つ
い

て
は

、
全

て
、
「
4
．
耐

震
化

対
策

の
検

討
」
の

中
で

示
し
た

方
が

分
か

り
や

す
い

こ
と
、
左

記
の

３
つ

を
別

の
章

立
て

に
す

る
と
、
ソ
フ
ト
対

策
を
強

調
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
こ

と
か

ら
、
章

構
成

は
現

行
案

と
す

る
。

－
－

（他
の

指
針

・基
準

等
の

示
し
方

）　
・
こ
の

指
針

だ
け

を
見

れ
ば

分
か

る
よ
う
に

す
る
、
被

害
想

定
は

別
の

資
料

を
見

る
よ
う
に

す
る
、
簡

易
診

断
例

は
指

針
に

示
す

等
、
作

り
方

の
位

置
付

け
を
整

理
す

る
。
[岡

部
委

員
]

・
簡

易
診

断
は

指
針

の
策

定
事

例
に

示
し
、
詳

細
診

断
方

法
は

資
料

編
に

文
献

リ
ス

ト
を
示

す
よ
う
に

し
て

、
耐

震
化

の
全

体
像

が
分

か
る
よ
う
に

す
る
。

※
策

定
事

例
、
資

料
編

を
参

照
－

→
詳

細
な

検
討

は
マ

ニ
ュ
ア

ル
の

パ
ッ
ケ

ー
ジ

を
示

し
、
簡

単
な

検
討

は
こ
の

指
針

に
示

す
な

ど
し
、
本

指
針

と
マ

ニ
ュ
ア

ル
を
揃

え
れ

ば
検

討
で

き
る
よ
う
に

な
っ
て

い
れ

ば
良

い
と
思

う
。

[鍬
田

委
員

]

B
9

P
1
0

（
内

容
）
 耐

震
診

断
（
意

見
）
 診

断
の

規
準

を
示

し
て

は
（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
（
Ａ
１
０
と
同

じ
）

－
－

Ａ
1
0

－

3



検
討

会
意

見
メ
ー

ル
意

見
事

務
局

再
検

討
内

容
ペ

ー
ジ

表
　
第

２
回

検
討

会
に

お
け

る
意

見
の

反
映

等
に

つ
い

て

目
次

ペ
ー

ジ
意

見
等

対
応

(※
P
は

第
２
回

検
討

会
資

料
-
4
(1
)の

ペ
ー

ジ
を
示

す
)

指
針

へ
の

反
映

番
号

耐
震

化
計

画
策

定
指

針
の

利
用

に
あ

た
っ
て

（
指

針
等

の
概

要
と
利

用
方

法
)　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

C
1

目
次

の
前

－
・
耐

震
化

計
画

の
概

要
と
と
も
に

、
更

新
計

画
に

耐
震

化
の

要
素

を
盛

り
込

む
こ
と
、
地

震
対

策
や

検
討

項
目

を
選

定
し
て

検
討

す
る
こ
と
等

に
よ
り
耐

震
化

計
画

を
容

易
に

策
定

で
き
る
こ

と
等

を
記

述
す

る
。

左
記

を
記

述
本

指
針

の
利

用
に

あ
た

っ
て

第
Ⅰ

部
　
耐

震
化

計
画

の
基

本
的

考
え
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
．
は

じ
め

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
指

針
の

目
的

)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ
1
1

P
1

・
こ
の

指
針

の
内

容
は

大
規

模
事

業
体

で
も
一

部
実

施
し
て

い
な

い
も
の

が
あ

る
の

で
、
策

定
済

み
の

事
業

体
に

お
い

て
も
、
さ
ら
に

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ
し
な

い
と
い

け
な

い
旨

を
示

す
。
[熊

木
委

員
]

・
策

定
済

み
の

事
業

体
に

お
け

る
耐

震
化

の
レ
ベ

ル
ア

ッ
プ
を

目
的

と
し
て

追
記

す
る
。

左
記

を
記

述
P
1

（
利

用
者

の
理

解
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
耐

震
化

を
適

切
に

進
め

る
た

め
に

、
財

政
面

で
も
良

い
展

開
を
作

る
必

要
が

あ
り
、
そ

の
た

め
に

は
利

用
者

の
理

解
が

必
要

で
あ

る
こ
と
か

ら
、
理

解
を
深

め
る
こ
と
に

努
め

る
旨

を
「
1
.は

じ
め

に
」
に

記
述

す
る
。
[山

根
委

員
]

・
利

用
者

の
理

解
を
深

め
る
こ
と
に

努
め

る
こ
と
を
、
「
1
.は

じ
め

に
」
に

記
述

す
る
。

左
記

を
記

述
P
1

→
重

要
な

指
摘

で
あ

り
検

討
す

る
。
[宮

島
委

員
]

→
ご
指

摘
の

旨
を
「
1
.は

じ
め

に
」
に

記
述

す
る
。
［
事

務
局

]

(そ
の

他
)　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

B
1
0

P
1

（
内

容
）
 中

小
の

計
画

策
定

（
意

見
）
 以

下
、
中

小
規

模
の

事
業

者
が

容
易

に
計

画
策

定
す

る
た

め
の

説
明

が
無

い
（
修

正
案

）
 本

文
上

で
わ

か
り
や

す
く
分

け
て

説
明

す
る
 ［
熊

木
委

員
］

・
（
Ｂ
５
と
同

じ
）

－
－

B
1
1

P
1

●
　
P
1
　
最

後
の

な
お

書
き
の

前
に

以
下

を
挿

入
。

「
こ
こ
で

の
耐

震
化

計
画

は
、
水

道
施

設
の

耐
震

化
を
目

的
の

一
つ

に
入

れ
た

（
当

面
1
0
年

程
度

の
）
水

道
施

設
の

整
備

計
画

を
意

味
し
、
当

該
計

画
の

名
称

の
如

何
を
問

わ
な

い
。
な

お
地

震
発

生
時

の
被

害
想

定
や

応
急

復
旧

等
水

道
施

設
の

耐
震

化
以

外
の

地
震

対
策

が
盛

り
込

ま
れ

る
こ
と
は

よ
り
望

ま
し
い

こ
と
で

あ
る
。
」
　
［
岡

部
委

員
］

・
1
0
年

程
度

の
計

画
期

間
、
名

称
の

如
何

を
問

わ
な

い
こ
と
、

耐
震

化
が

重
要

で
あ

る
こ
と
等

を
示

す
。

左
記

を
記

述
本

指
針

の
利

用
に

あ
た

っ
て

B
1
2

P
1

１
頁

下
3
行

：
こ
の

部
分

を
も
う
少

し
強

調
し
て

記
し
，
「
策

定
事

例
」
を
見

さ
え

す
れ

ば
（
指

針
を

最
初

か
ら
読

ま
な

く
て

も
）
最

低
限

の
こ
と
は

で
き
る
こ
と
を
知

ら
せ

る
こ
と
が

重
要

だ
と
思

い
ま

す
．
［
宮

島
委

員
］

「
策

定
事

例
」
を
見

れ
ば

、
最

低
限

の
耐

震
化

計
画

は
策

定
で

き
る
こ
と
を
記

述
す

る
。

※
策

定
事

例
を
参

照
－

C
0

P
1

－
・
小

規
模

事
業

者
→

中
小

規
模

事
業

者
左

記
に

修
正

P
1
等

２
．
耐

震
化

計
画

の
位

置
付

け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(文
章

表
現

等
)　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

B
1
3

P
2

2
頁

上
9
行

：
「
レ
ベ

ル
一

地
震

動
」
、
「
レ
ベ

ル
ニ

地
震

動
」
を
「
レ
ベ

ル
1
地

震
動

」
、
「
レ
ベ

ル
2

地
震

動
」
に

修
正

．
［
宮

島
委

員
］

・
左

記
の

と
お

り
修

正
。

※
左

記
を
修

正
し
て

資
料

編
に

移
動

－

B
1
4

P
2

●
　
P
2
　
下

か
ら
1
4
行

目
　
修

正
「
こ
れ

ら
の

基
準

に
適

合
し
な

い
も
の

に
つ

い
て

は
、
・
・
・
」

→
「
こ
の

省
令

の
施

行
の

際
現

に
設

置
さ
れ

て
い

る
水

道
施

設
で

あ
っ
て

、
基

準
に

適
合

し
な

い
も
の

に
つ

い
て

は
、
そ

の
施

設
の

大
規

模
の

改
造

の
時

ま
で

は
、
こ
れ

ら
の

規
定

を
適

用
し

な
い

。
」
　
［
岡

部
委

員
］

・
左

記
の

と
お

り
修

正
。

※
左

記
を
修

正
し
て

資
料

編
に

移
動

－

B
1
5

P
3

3
頁

上
1
7
行

：
こ
こ
か

ら
の

3
文

だ
け

が
「
・
・
・
を
。
」
な

っ
て

お
り
、
奇

異
に

感
じ
る
．
新

水
道

ビ
ジ

ョ
ン
を
そ

の
ま
ま
引

用
し
た

結
果

な
の

か
．
［
宮

島
委

員
］

・
新

水
道

ビ
ジ

ョ
ン
の

枠
囲

み
の

部
分

を
引

用
し
て

お
り
、
不

自
然

な
感

じ
を
な

く
す

た
め

、
枠

囲
み

も
追

記
す

る
。

左
記

を
修

正
P
2

P
1

Ａ
1
2

4



検
討

会
意

見
メ
ー

ル
意

見
事

務
局

再
検

討
内

容
ペ

ー
ジ

表
　
第

２
回

検
討

会
に

お
け

る
意

見
の

反
映

等
に

つ
い

て

目
次

ペ
ー

ジ
意

見
等

対
応

(※
P
は

第
２
回

検
討

会
資

料
-
4
(1
)の

ペ
ー

ジ
を
示

す
)

指
針

へ
の

反
映

番
号

（ソ
フ
ト
対

策
に

対
す

る
ハ

ー
ド
対

策
の

優
先

性
）

・
ハ

ー
ド
と
ソ
フ
ト
の

両
方

を
含

め
る
と
盛

り
沢

山
で

重
た

い
感

じ
に

な
っ
て

し
ま
う
の

で
、
中

小
の

事
業

体
に

お
け

る
利

用
を
考

慮
し
て

、
ハ

ー
ド
を
中

心
と
し
た

構
成

を
考

え
て

い
た

だ
け

れ
ば

。
[岡

部
委

員
]

・
ハ

ー
ド
対

策
と
ソ
フ
ト
対

策
の

両
方

を
示

す
が

、
ハ

ー
ド
対

策
が

重
要

で
あ

る
旨

を
記

述
す

る
。

左
記

を
修

正

→
ハ

ー
ド
で

対
応

で
き
な

い
場

合
、
ソ
フ
ト
で

対
応

す
る
必

要
が

あ
る
た

め
、
こ
の

よ
う
な

構
成

に
な

っ
て

い
る
が

、
優

先
の

考
え

方
等

は
検

討
す

る
。
［
事

務
局

］

→
指

針
な

の
で

全
体

を
網

羅
す

る
必

要
は

あ
る
が

、
そ

う
す

る
と
重

く
な

る
の

で
、
重

要
な

部
分

だ
け

ピ
ッ
ク
ク
ア

ッ
プ
し
て

読
め

る
よ
う
な

工
夫

が
あ

れ
ば

良
い

。
［
宮

島
委

員
］

→
施

設
の

維
持

管
理

、
点

検
や

計
画

を
作

る
体

制
等

が
あ

っ
て

、
耐

震
化

計
画

が
策

定
さ
れ

る
の

で
、
ハ

ー
ド
対

策
だ

け
で

良
い

か
に

つ
い

て
は

議
論

が
必

要
。
[粕

谷
氏

]

B
1
6

P
3

●
　
P
3
　
耐

震
化

計
画

の
位

置
づ

け
　
下

段
２
行

「
水

道
の

耐
震

化
計

画
は

、
水

道
施

設
の

耐
震

化
等

の
施

設
整

備
（
ハ

ー
ド
対

策
）
と
地

震
発

生
後

の
応

急
復

旧
や

応
急

給
水

等
の

応
急

対
策

（
ソ
フ
ト
対

策
）
に

よ
り
構

成
さ
れ

る
。
」

→
①

「
応

急
復

旧
や

応
急

給
水

等
」
は

「
応

急
対

策
」
で

は
あ

り
ま
す

が
、
「
（
ソ
フ
ト
対

策
）
」
で

は
な

い
と
思

い
ま
す

。
②

「
水

道
の

耐
震

化
計

画
」
は

、
水

道
施

設
の

耐
震

化
等

の
施

設
整

備
が

主
た

る
も
の

で
あ

る
べ

き
で

、
地

震
発

生
後

の
「
応

急
復

旧
」
や

「
応

急
給

水
」
等

の
応

急
対

策
が

示
さ
れ

る
こ
と

は
好

ま
し
い

が
、
耐

震
化

計
画

と
は

別
に

す
る
方

が
よ
い

。
上

記
か

ら
、
「
水

道
の

耐
震

化
計

画
は

、
水

道
施

設
の

耐
震

化
等

の
施

設
整

備
を
中

心
と
す

る
。
ま
た

、
地

震
発

生
後

の
応

急
復

旧
や

応
急

給
水

等
の

応
急

対
策

も
併

せ
て

計
画

に
含

め
る
こ
と
が

望
ま
し
い

。
」
と
修

正
さ

れ
た

い
。
　
［
岡

部
委

員
］

・
①

に
つ

い
て

、
「
応

急
対

策
（
ソ
フ
ト
対

策
）
」
に

つ
い

て
は

、
「
応

急
対

策
（
主

に
ソ
フ
ト
対

策
）
」
に

改
め

る
。

・
（
②

に
つ

い
て

は
、
Ａ
１
３
と
同

じ
）

・
「
応

急
対

策
（
ソ
フ
ト
対

策
）
」
を
、

「
応

急
対

策
（
主

に
ソ
フ
ト
対

策
）
」

に
改

め
る
。

本
指

針
の

利
用

に
あ

た
っ
て

、
P
3
,P
2
1

（水
道

法
の

規
定

、
上

位
計

画
の

資
料

編
へ

の
移

動
）

C
2

P
2

－
・
「
１
）
水

道
法

に
お

け
る
水

道
施

設
の

耐
震

化
に

関
す

る
規

定
」
を
資

料
編

に
移

す
。

・
「
3
.2
 水

道
施

設
の

機
能

維
持

水
準

」
（
P
1
9
）
は

、
上

記
に

基
づ

い
て

設
定

す
る
旨

を
追

記
す

る
。

左
記

を
資

料
編

に
移

動
。

左
記

を
記

述
。

P
2
0

C
3

P
2
～

P
3

－
・
「
２
）
上

位
計

画
に

お
け

る
耐

震
化

の
方

針
」
は

、
全

体
の

内
容

は
資

料
編

に
移

し
、
こ
こ
で

は
施

設
の

耐
震

化
に

関
す

る
目

標
の

み
を
記

述
す

る
。

左
記

の
よ
う
に

修
正

P
2

（ア
セ

ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
と
の

関
係

）

Ａ
1
4

P
4

・
耐

震
化

の
中

長
期

計
画

は
、
ア

セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト
を
検

討
し
な

い
と
本

来
作

成
す

る
こ
と

が
で

き
な

い
。
小

規
模

事
業

体
で

は
ア

セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト
は

難
し
い

た
め

、
部

分
的

に
項

目
を
抜

き
出

し
て

検
討

す
る
こ
と
に

な
る
。
[高

橋
委

員
]

・
ア

セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト
を
検

討
し
て

耐
震

化
計

画
を
策

定
す

る
こ
と
が

望
ま
し
い

こ
と
、
耐

震
化

計
画

は
そ

れ
が

な
く
て

も
策

定
で

き
る
こ
と
を
記

述
す

る
。

左
記

を
記

述
P
3
6
,P
3
7

B
1
7

P
4

（
内

容
）
 図

１
の

フ
ロ
ー

（
意

見
）
 必

ず
ア

セ
ッ
ト
を
し
な

け
れ

ば
い

け
な

い
よ
う
に

な
っ
て

い
る
の

で
、
こ
こ
で

計
画

策
定

を
断

念
す

る
可

能
性

が
高

い
（
修

正
案

）
 ア

セ
ッ
ト
が

難
し
い

場
合

の
別

フ
ロ
ー

の
作

成
 ［
熊

木
委

員
］

・
図

１
は

、
「
5
.1
 耐

震
化

計
画

の
策

定
」
に

移
す

と
と
も
に

、
ア

セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト
を
含

め
て

、
図

１
に

示
す

方
法

は
望

ま
し

い
が

、
必

要
で

は
な

い
こ
と
を
図

や
説

明
で

明
記

す
る
。
(A

１
４

と
同

じ
)

左
記

を
記

述
P
3
,P
3
6
,P
3
7

本
指

針
の

利
用

に
あ

た
っ
て

、
P
2
1
、
P
2
3

Ａ
1
3

P
2
1

～
2
3

等

5



検
討

会
意

見
メ
ー

ル
意

見
事

務
局

再
検

討
内

容
ペ

ー
ジ

表
　
第

２
回

検
討

会
に

お
け

る
意

見
の

反
映

等
に

つ
い

て

目
次

ペ
ー

ジ
意

見
等

対
応

(※
P
は

第
２
回

検
討

会
資

料
-
4
(1
)の

ペ
ー

ジ
を
示

す
)

指
針

へ
の

反
映

番
号

(文
章

表
現

等
の

修
正

)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

B
1
8

P
4

P
4
の

上
か

ら
8
行

目
　
計

画
的

、
戦

略
的

に
進

め
て

行
く
・
・
・
戦

略
的

の
意

味
を
思

う
と
違

和
感

が
あ

り
ま
す

。
計

画
的

に
進

め
て

行
く
こ
と
と
な

る
。
で

は
お

か
し
い

の
で

し
ょ
う
か

？
　
［
佐

藤
委

員
］

・
「
計

画
的

、
戦

略
的

に
進

め
て

行
く
」
→

「
計

画
的

に
進

め
て

行
く
」
に

修
正

す
る
。

→
※

ア
セ

ッ
ト
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト
の

記
述

（
P
4
と
P
3
5
）
の

統
合

に
伴

い
、
当

該
文

章
を
削

除
。

－
－

B
1
9

P
4

●
　
P
4
　
（
1
）
施

設
整

備
（
ハ

ー
ド
対

策
）

　
○

2
つ

の
文

章
の

後
に

以
下

を
挿

入
「
〇

し
か

し
な

が
ら
、
こ
う
し
た

全
体

的
な

検
討

を
経

ず
し
て

も
当

面
耐

震
化

の
観

点
か

ら
実

施
が

必
要

な
施

設
、
ル

ー
ト
、
箇

所
が

特
定

で
き
る
場

合
に

は
緊

急
に

対
処

が
必

要
な

事
業

を
明

ら
か

に
し
て

耐
震

化
計

画
と
し
て

の
施

設
整

備
計

画
と
す

る
こ
と
が

で
き
る
。
」
　
［
岡

部
委

員
］

・
当

面
耐

震
化

が
必

要
な

施
設

、
管

路
等

を
特

定
し
て

部
分

的
に

耐
震

化
計

画
を
策

定
す

る
こ
と
が

で
き
る
旨

の
記

述
は

、
第

３
回

検
討

会
資

料
の

修
正

文
を
含

め
、
５
箇

所
で

行
っ
て

い
る
た

め
、
（
今

回
資

料
の

　
本

指
針

の
利

用
に

あ
た

っ
て

、
P
4
,P
9
,P
2
1
,P
2
3
）
こ
の

記
述

が
5
.1
に

統
合

さ
れ

た
こ
と
も
あ

り
、
追

記
は

し
な

い
も
の

と
す

る
。

－
－

B
2
0

P
4

●
　
P
4
　
（
1
）
施

設
整

備
（
ハ

ー
ド
対

策
）
　
下

段
の

参
考

指
針

な
ど
と
概

要
を
一

覧
表

で
示

す
と
参

考
に

な
る
と
思

わ
れ

ま
す

。
1
)　

水
道

の
耐

震
化

計
画

等
策

定
指

針
の

解
説

　
平

成
2
0
年

1
0
月

2
)　

水
道

施
設

耐
震

工
法

指
針

・
解

説
　
2
0
0
9
年

度
版

、
Q
&
A
集

3
)　

水
道

施
設

設
計

指
針

2
0
1
2

4
)　

管
路

の
耐

震
化

に
関

す
る
検

討
会

報
告

書
　
平

成
2
6
年

6
月

5
）
 東

日
本

大
震

災
水

道
施

設
被

害
状

況
調

査
報

告
書

　
平

成
2
5
年

3
月

6
)　

水
道

施
設

の
技

術
的

基
準

を
定

め
る
省

令
（
最

終
改

正
：
平

成
二

六
年

二
月

二
八

日
厚

生
労

働
省

令
第

一
五

号
）

7
)　

 地
震

等
緊

急
時

対
応

の
手

引
き
(平

成
２
５
年

３
月

改
訂

)
8
)　

 水
道

施
設

耐
震

化
の

課
題

と
方

策
（
平

成
2
0
 年

1
2
 月

1
6
 日

）
9
)　

 地
震

に
よ
る
管

路
被

害
予

測
の

確
立

に
向

け
た

研
究

（
平

成
2
5
年

3
月

）
な

ど
　
［
岡

部
委

員
］

・
左

記
を
一

覧
表

で
示

す
。
（
Ａ
１
０
と
同

じ
）

－
－

３
．
耐

震
化

計
画

の
策

定
手

順
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
更

新
に

よ
る
耐

震
化

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
図

1
（
P
4
）
に

つ
い

て
、
更

新
の

際
、
耐

震
管

を
使

用
す

る
等

、
更

新
に

よ
り
耐

震
化

さ
れ

る
こ

と
を
明

確
に

示
す

。
［
田

中
委

員
］

・
更

新
計

画
を
有

し
て

い
る
事

業
者

等
に

対
し
、
更

新
計

画
に

耐
震

化
方

針
を
盛

り
込

む
こ
と
で

同
計

画
が

耐
震

化
計

画
と

な
り
、
更

新
と
耐

震
化

を
効

率
的

・
効

果
的

に
進

め
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
図

1
（
P
4
）
や

そ
の

説
明

部
に

記
述

す
る
。

・
ま
た

P
6
に

も
示

す
。

左
記

を
記

述
本

指
針

の
利

用
に

あ
た

っ
て

、
P
4

→
図

１
に

示
す

①
施

設
耐

震
化

計
画

に
お

け
る
「
○

更
新

に
よ
る
耐

震
化

」
は

、
②

施
設

更
新

計
画

に
含

め
る
よ
う
な

イ
メ
ー

ジ
で

整
理

す
る
。
［
宮

島
委

員
］

「
○

更
新

に
よ
る
耐

震
化

」
を
②

施
設

更
新

計
画

（
計

画
策

定
後

の
事

業
）
に

移
動

。
左

記
を
修

正
P
3
7

B
2
1

P
4

4
頁

図
１
：
①

施
設

耐
震

化
計

画
（
計

画
策

定
後

の
事

業
）
の

「
○

更
新

に
よ
る
耐

震
化

」
を
②

施
設

更
新

計
画

（
計

画
策

定
後

の
事

業
）
へ

移
動

［
宮

島
委

員
］

・
（
Ａ
１
５
と
同

じ
）

－
－

B
2
2

P
6

（
内

容
）
 老

朽
施

設
更

新
と
耐

震
化

の
関

係
（
意

見
）
 整

理
す

る
（
修

正
案

）
 耐

震
化

計
画

+
更

新
計

画
⇒

耐
震

管
で

更
新

す
る

（
意

見
）
 全

て
耐

震
管

で
更

新
し
て

い
る
か

（
修

正
案

）
 耐

震
管

に
よ
る
更

新
を
し
な

い
理

由
を
調

べ
反

映
す

る
 ［
熊

木
委

員
］

・
Ａ
１
５
と
概

ね
同

じ
で

あ
る
が

、
更

新
計

画
に

耐
震

化
方

針
を

盛
り
込

む
こ
と
で

耐
震

化
計

画
と
す

る
旨

を
記

述
す

る
。

・
耐

震
管

に
よ
る
更

新
に

関
し
て

は
、
「
平

成
2
5
年

度
水

道
施

設
耐

震
化

推
進

調
査

（
厚

生
労

働
省

）
」
に

お
い

て
、
被

災
地

域
へ

の
ヒ
ア

リ
ン
グ

調
査

に
よ
り
、
経

済
性

の
面

か
ら
採

用
で

き
な

い
事

業
体

が
い

る
こ
と
が

確
認

さ
れ

て
お

り
、
本

指
針

に
お

い
て

は
、
「
耐

震
性

の
高

い
管

路
に

更
新

す
る
(P

2
6
の

上
か

ら
4
～

5
行

目
)」
と
し
て

い
る
。

－
－

Ａ
1
5

P
4

6



検
討

会
意

見
メ
ー

ル
意

見
事

務
局

再
検

討
内

容
ペ

ー
ジ

表
　
第

２
回

検
討

会
に

お
け

る
意

見
の

反
映

等
に

つ
い

て

目
次

ペ
ー

ジ
意

見
等

対
応

(※
P
は

第
２
回

検
討

会
資

料
-
4
(1
)の

ペ
ー

ジ
を
示

す
)

指
針

へ
の

反
映

番
号

（当
面

優
先

し
て
実

施
す

る
耐

震
化

対
策

（例
））

B
2
3

P
6

●
　
P
6
　
＜

当
面

優
先

し
て

実
施

す
る
耐

震
化

対
策

（
例

）
＞

　
上

か
ら
2
0
行

目
　
４
項

目
が

並
列

で
書

か
れ

て
い

る
が

、
新

水
道

ビ
ジ

ョ
ン
で

示
し
て

い
る
の

は
、
老

朽
化

対
策

が
中

心
で

行
わ

れ
て

い
る
耐

震
化

で
は

、
管

路
の

耐
震

化
が

虫
食

い
状

態
に

な
り
、
耐

震
化

の
目

的
が

「
給

水
の

確
保

」
に

あ
り
、
東

日
本

大
震

災
の

被
災

事
例

か
ら
重

要
給

水
施

設
に

供
給

す
る
管

路
の

耐
震

化
を
最

優
先

す
べ

き
と
し
た

。
　
こ
こ
で

並
列

に
列

挙
す

る
と
、
基

幹
施

設
の

耐
震

化
が

遅
れ

、
管

路
の

耐
震

化
も
虫

食
い

状
態

に
な

り
、
折

角
耐

震
化

を
進

め
て

も
、
災

害
時

に
は

広
域

断
水

が
発

生
し
、
応

急
給

水
も
で

き
な

い
。
ま
た

基
幹

管
路

が
復

旧
し
な

い
と
配

水
管

へ
の

充
水

も
で

き
ず

に
復

旧
も
遅

れ
る
こ

と
に

な
る
。

　
現

実
的

に
は

老
朽

化
施

設
、
老

朽
管

路
の

更
新

時
に

耐
震

化
を
図

る
計

画
で

も
よ
い

が
、

多
く
の

耐
震

化
が

出
来

な
と
い

う
前

提
な

ら
ば

、
指

針
と
し
て

は
少

し
で

も
効

率
的

な
耐

震
化

が
図

ら
れ

る
よ
う
に

下
記

コ
メ
ン
ト
を
＜

＞
下

記
の

下
に

入
れ

ら
れ

な
い

か
。

（
＜

＞
上

の
文

章
を
削

除
し
て

＜
＞

の
下

に
持

っ
て

く
る
）

＜
当

面
優

先
し
て

耐
震

化
す

る
水

道
施

設
・
管

路
（
例

）
＞

新
水

道
ビ
ジ

ョ
ン
で

は
、
「
重

点
的

な
実

現
方

策
」
の

中
で

「
当

面
の

目
標

と
し
て

、
優

先
的

に
重

要
な

給
水

施
設

（
病

院
、
避

難
所

な
ど
）
を
あ

ら
か

じ
め

設
定

の
上

、
当

該
施

設
へ

の
供

給
ラ
イ
ン
に

つ
い

て
早

期
の

耐
震

化
を
。
」
と
し
て

い
る
。
以

下
に

例
を
示

す
。

・
基

幹
施

設
、
基

幹
管

路
・
重

要
給

水
施

設
に

供
給

す
る
管

路
・
老

朽
化

施
設

、
老

朽
管

路
・
復

旧
困

難
施

設
、
管

路
・
緊

急
輸

送
道

路
下

の
管

路
（
追

加
）

・
液

状
化

地
域

の
施

設
・
管

路
（
追

加
）
　
な

ど
　
　
［
岡

部
委

員
］

・
管

路
の

耐
震

化
が

虫
食

い
状

態
と
な

ら
な

い
よ
う
、
耐

震
化

対
策

(例
)に

示
す

「
老

朽
化

施
設

、
老

朽
化

管
路

の
更

新
を
基

本
と
し
た

耐
震

化
」
に

つ
い

て
は

、
重

要
給

水
施

設
に

供
給

す
る
ラ
イ
ン
を
優

先
す

る
旨

、
付

記
す

る
。

・
「
液

状
化

地
域

の
施

設
・
管

路
」
を
追

記
す

る
。

・
＜

＞
下

に
文

章
を
移

す
こ
と
に

つ
い

て
は

、
文

章
と
箇

条
書

き
の

併
記

に
な

る
た

め
、
原

案
ど
お

り
の

位
置

と
す

る
。

・
重

要
給

水
施

設
に

供
給

す
る
ラ

イ
ン
を
優

先
す

る
旨

、
追

記
。

・
「
液

状
化

地
域

の
施

設
・
管

路
」

を
追

記

本
指

針
の

利
用

に
あ

た
っ
て

、
P
4
,(
P
3
6
),

P
3
7

Ｐ
5

B
2
4

P
6

（
内

容
）
 周

辺
事

業
体

と
の

連
携

（
意

見
）
 メ

リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
を
記

入
し
て

は
（
修

正
案

）
 メ

リ
ッ
ト
  
 ：
①

他
を
知

る
②

連
携

に
つ

な
が

る
③

応
援

の
際

に
役

立
つ

  
  
  
  
  
  
 デ

メ
リ
ッ
ト
：①

負
担

と
な

る
 ［
熊

木
委

員
］

・
左

記
を
踏

ま
え

、
周

辺
市

町
村

等
と
の

調
整

な
ど
の

新
た

な
取

り
組

み
が

必
要

と
な

る
が

、
他

事
業

体
の

耐
震

化
等

の
取

り
組

み
が

把
握

で
き
参

考
と
な

る
こ
と
、
周

辺
事

業
体

と
の

連
携

が
深

ま
り
、
応

援
の

際
も
有

効
で

あ
る
旨

を
記

述
す

る
。

左
記

を
記

述
P
5

（目
標

設
定

と
被

害
想

定
の

順
序

）
・
耐

震
化

の
目

標
設

定
を
先

に
行

い
、
そ

の
後

、
水

道
施

設
の

被
害

想
定

を
行

う
方

が
、
関

連
書

類
と
の

整
合

の
点

で
も
良

い
の

で
は

な
い

か
。
[鍬

田
委

員
]

・
被

害
想

定
、
目

標
設

定
の

順
と
す

る
。

－
－

→
現

実
と
し
て

は
、
被

害
想

定
を
行

っ
た

上
で

目
標

を
立

て
て

、
そ

の
差

を
緩

和
し
て

い
く
方

法
を
取

ら
ざ
る
を
得

な
い

。
［
宮

島
委

員
］

→
耐

震
化

の
基

準
は

他
の

指
針

と
同

じ
で

あ
る
が

、
耐

震
化

計
画

で
は

、
耐

震
化

の
範

囲
、

順
番

を
決

め
る
必

要
が

あ
り
、
そ

れ
に

あ
た

っ
て

は
、
被

害
想

定
を
行

っ
て

目
標

を
定

め
る
必

要
が

あ
る
。
［
事

務
局

］

→
指

針
に

示
す

目
標

は
指

針
値

で
は

な
く
、
設

定
例

で
あ

り
、
各

事
業

体
で

定
め

る
も
の

で
あ

る
た

め
、
目

標
は

被
害

想
定

の
後

ろ
で

良
い

と
思

う
。
［
熊

木
委

員
］

(文
章

表
現

等
の

修
正

)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

B
2
5

P
7

7
頁

図
3
：
「
4
.6
　
危

機
管

理
体

制
等

の
強

化
」
の

数
字

の
フ
ォ
ン
ト
が

こ
こ
だ

け
小

さ
い

［
宮

島
委

員
］

・
左

記
を
修

正
。

左
記

を
修

正
。

P
6

B
2
6

P
7

●
　
P
7
　
図

3
の

注
釈

　
※

の
2
つ

目
　
（
最

下
段

）
「
※

耐
震

化
計

画
の

内
容

は
本

図
を
基

本
と
す

る
が

、
計

画
書

の
構

成
に

つ
い

て
は

、
・
・
・
」

で
は

本
図

（
図

３
）
が

計
画

書
の

デ
フ
ォ
ル

ト
と
す

る
こ
と
に

な
る
が

、
部

分
で

も
い

い
と
す

る
な

ら
ば

、
→

最
初

の
文

を
削

除
し
て

、
「
※

計
画

書
の

構
成

に
つ

い
て

は
、
・
・
・
・
」
と
す

る
。
　
［
岡

部
委

員
］

・
「
計

画
書

の
構

成
に

つ
い

て
は

、
本

図
を
参

考
に

、
住

民
や

関
係

者
へ

の
説

明
、
・
・
・
」
に

修
正

。
左

記
を
修

正
。

P
6

Ａ
1
6

P
7

7



検
討

会
意

見
メ
ー

ル
意

見
事

務
局

再
検

討
内

容
ペ

ー
ジ

表
　
第

２
回

検
討

会
に

お
け

る
意

見
の

反
映

等
に

つ
い

て

目
次

ペ
ー

ジ
意

見
等

対
応

(※
P
は

第
２
回

検
討

会
資

料
-
4
(1
)の

ペ
ー

ジ
を
示

す
)

指
針

へ
の

反
映

番
号

４
．
用

語
の

説
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（重
要

給
水

施
設

管
路

の
位

置
付

け
）

Ａ
1
7

P
8

・
重

要
給

水
施

設
管

路
は

、
「
管

路
の

耐
震

化
に

関
す

る
検

討
報

告
書

 平
成

2
6
年

6
月

」
で

は
基

幹
管

路
の

中
に

含
ま
れ

て
い

た
が

、
本

資
料

で
は

基
幹

管
路

で
は

な
く
基

幹
管

路
等

と
し

て
位

置
付

け
ら
れ

て
お

り
、
整

理
が

必
要

で
あ

る
。
[岡

部
委

員
]

・
国

（
厚

生
労

働
省

）
に

お
け

る
整

理
区

分
に

合
わ

せ
て

、
原

案
の

用
語

の
説

明
と
お

り
と
し
、
重

要
給

水
施

設
管

路
は

基
幹

管
路

に
は

含
め

ず
、
基

幹
管

路
等

に
含

め
る
。

－
－

B
2
7

P
8

8
頁

表
1
：
基

幹
管

路
に

「
・
災

害
拠

点
病

院
，
避

難
所

，
防

災
拠

点
な

ど
の

重
要

給
水

施
設

に
供

給
す

る
管

路
」
を
含

め
る
．
重

要
給

水
施

設
管

路
を
「
基

幹
管

路
の

内
，
災

害
拠

点
病

院
，

避
難

所
，
防

災
拠

点
な

ど
の

重
要

給
水

施
設

に
供

給
す

る
管

路
」
と
説

明
し
て

は
ど
う
か

．
［
宮

島
委

員
］

・
（
Ａ
１
７
と
同

じ
）

－
－

B
2
8

P
8

●
　
P
8
　
４
．
用

語
の

説
明

　
表

１
①

「
基

幹
管

路
」
の

説
明

「
基

幹
管

路
」
か

ら
「
重

要
給

水
施

設
管

路
」
を
外

し
て

い
る
が

、
「
管

路
の

耐
震

化
に

関
す

る
検

討
会

報
告

書
」
で

は
「
基

幹
管

路
」
に

含
ま
れ

て
い

る
。
「
基

幹
管

路
」
の

定
義

を
色

々
と
変

え
る
の

は
好

ま
し
く
な

い
と
思

わ
れ

る
。

②
「
基

幹
管

路
等

」
の

説
明

従
来

の
基

幹
管

路
に

加
え

て
「
重

要
給

水
施

設
管

路
」
「
破

損
し
た

場
合

に
重

大
な

二
次

災
害

を
生

じ
る
お

そ
れ

が
高

い
管

路
」
「
応

急
復

旧
が

困
難

な
管

路
」
と
定

義
さ
れ

て
い

る
。

⇒
基

幹
管

路
に

上
記

の
も
の

を
加

え
た

も
の

を
「
等

」
と
し
て

い
る
が

、
「
等

」
だ

け
で

普
通

の
人

は
区

別
で

き
な

い
の

で
は

な
い

か
。
基

幹
管

路
で

は
な

い
部

分
も
あ

る
の

で
、
分

か
り
や

す
く

す
る
意

味
で

も
、
「
耐

震
化

優
先

管
路

等
」
と
し
て

と
は

ど
う
か

。
（
基

幹
施

設
も
同

じ
）
　
［
岡

部
委

員
］

・
（
①

に
つ

い
て

は
、
Ａ
１
７
と
同

じ
）

・
②

に
つ

い
て

は
、
「
基

幹
管

路
」
は

管
路

の
機

能
・
重

要
度

の
観

点
か

ら
設

定
し
た

名
称

で
あ

り
、
左

記
の

３
種

類
の

管
路

を
含

め
た

場
合

も
、
耐

震
化

の
観

点
で

な
く
、
同

じ
機

能
・
重

要
度

の
観

点
で

設
定

し
た

方
が

両
者

の
関

連
が

分
か

り
や

す
い

た
め

、
原

案
通

り
、
「
基

幹
管

路
等

」
と
す

る
。

・
な

お
、
「
基

幹
管

路
等

」
の

説
明

と
し
て

、
「
耐

震
化

を
優

先
的

に
進

め
る
管

路
と
し
て

、
基

幹
管

路
と
下

記
に

示
す

管
路

を
加

え
た

も
の

」
を
追

加
。

・
左

記
を
修

正
。

・
合

わ
せ

て
、
基

幹
施

設
等

の
説

明
も
修

正
。

P
7

（
水

害
の

用
語

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

B
2
9

P
8

（
内

容
）
 用

語
（
意

見
）
 水

害
の

用
語

（
修

正
案

）
 除

く
 ［
熊

木
委

員
］

・
水

害
の

用
語

に
つ

い
て

は
、
「
第

Ⅳ
部

　
水

道
施

設
の

水
害

対
策

」
に

お
い

て
説

明
。

左
記

を
記

述
P
4
5

8



検
討

会
意

見
メ
ー

ル
意

見
事

務
局

再
検

討
内

容
ペ

ー
ジ

表
　
第

２
回

検
討

会
に

お
け

る
意

見
の

反
映

等
に

つ
い

て

目
次

ペ
ー

ジ
意

見
等

対
応

(※
P
は

第
２
回

検
討

会
資

料
-
4
(1
)の

ペ
ー

ジ
を
示

す
)

指
針

へ
の

反
映

番
号

第
Ⅱ

部
 水

道
の

耐
震

化
計

画
策

定
指

針
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（検
討

項
目

の
選

択
（省

略
）に

つ
い

て
）

B
3
0

P
9

●
　
P
9
　
第

Ⅱ
部

　
水

道
の

耐
震

化
計

画
策

定
指

針
②

「
1
.基

本
情

報
の

整
理

」
の

前
に

下
記

文
章

を
挿

入
す

る
。

「
以

下
に

耐
震

化
計

画
を
策

定
す

る
際

の
指

針
を
記

述
す

る
が

、
前

述
し
た

よ
う
に

当
面

優
先

的
に

耐
震

化
す

べ
き
施

設
・
管

路
等

、
バ

ッ
ク
ア

ッ
プ
を
行

う
べ

き
施

設
・
管

路
等

が
明

ら
か

な
場

合
に

は
、
以

下
の

情
報

整
理

、
被

害
想

定
、
目

標
設

定
等

の
プ
ロ
セ

ス
の

全
部

ま
た

は
一

部
を
省

略
し
て

も
よ
い

。
以

下
の

手
順

は
最

終
的

に
施

設
耐

震
化

を
完

了
さ
せ

る
段

階
ま
で

に
は

踏
む

べ
き
全

体
の

プ
ロ
セ

ス
を
表

し
た

も
の

で
あ

る
。
」
　
［
岡

部
委

員
］

・
指

針
で

あ
り
、
「
省

略
」
等

の
表

現
は

使
用

し
難

い
。
B
1
9
な

ど
で

、
当

面
耐

震
化

が
必

要
な

施
設

、
管

路
等

を
特

定
し
て

耐
震

化
計

画
を
策

定
す

る
こ
と
が

で
き
る
旨

を
記

述
し
て

お
り
、
当

該
頁

で
の

記
載

は
行

わ
な

い
こ
と
と
す

る
。

－
－

1
．
基

本
情

報
の

整
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
基

本
情

報
の

内
容

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
P
9
で

必
要

な
情

報
で

「
震

度
」
と
な

っ
て

い
る
が

、
実

際
使

用
す

る
も
の

を
示

し
た

方
が

よ
い

。
｢鍬

田
委

員
｣

･各
診

断
等

で
使

用
す

る
地

震
動

の
パ

ラ
メ
ー

タ
（
震

度
、
速

度
、
加

速
度

）
を
全

て
示

す
。

左
記

を
修

正
P
8

→
管

路
等

の
被

害
想

定
で

は
速

度
を
使

用
し
、
簡

易
診

断
で

は
震

度
を
使

用
し
て

い
る
。
［
事

務
局

］

→
簡

易
診

断
で

は
一

般
に

扱
い

や
す

い
震

度
を
用

い
て

い
る
。
［
宮

島
委

員
］

B
3
1

P
9

●
　
P
9
　
1
.基

本
情

報
の

整
理

　
・
こ
こ
で

の
情

報
の

整
理

は
、
水

道
施

設
の

耐
震

化
に

関
す

る
情

報
に

限
定

す
る
。
「
財

政
等

」
、
「
他

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等

の
想

定
被

害
」
は

、
「
5
.耐

震
化

計
画

策
定

」
の

中
で

記
載

す
る
。

＜
水

道
施

設
＞

　
・
施

設
（
取

水
、
浄

水
、
配

水
池

、
ポ

ン
プ
の

構
造

物
、
設

備
な

ど
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
  
  
  
  
  
 位

置
、
仕

様
、
建

設
年

度
、
代

替
の

有
無

な
ど

　
・
管

路
　
（
導

送
配

水
管

、
水

管
橋

な
ど
）　

　
　
　
　
　
  
位

置
、
口

径
、
仕

様
、
年

数
、
代

替
の

有
無

な
ど 　
・
設

置
・
埋

設
環

境
な

ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
  
地

盤
情

報
、
液

状
化

地
域

な
ど

＜
想

定
地

震
動

＞
　
・
想

定
地

震
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 マ

グ
ニ

チ
ュ
ー

ド
な

ど
　
・
地

震
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
震

度
、
加

速
度

、
速

度
な

ど
　
＜

そ
の

他
＞

　
・
重

要
給

水
拠

点
（
病

院
、
避

難
所

な
ど
）
　
　
位

置
、
規

模
な

ど
　
・
復

旧
困

難
な

施
設

・
管

路
な

ど
　
　
　
　
　
　
　
位

置
、
復

旧
困

難
度

な
ど
　
［
岡

部
委

員
］

・
「
他

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等

の
想

定
被

害
」
に

つ
い

て
、
停

電
期

間
な

ど
は

「
２
．
水

道
施

設
の

被
害

想
定

」
に

必
要

で
あ

る
こ

と
、
ま
た

、
耐

震
化

計
画

に
使

用
す

る
デ

ー
タ
は

ま
と
め

て
示

し
た

方
が

分
か

り
や

す
い

こ
と
か

ら
、
原

案
通

り
ま
と
め

て
示

す
が

、
水

道
施

設
と
は

関
係

の
な

い
「
財

政
等

」
は

下
段

の
方

に
示

す
。

･左
記

を
参

考
に

、
施

設
・
管

路
の

位
置

、
口

径
等

を
追

記
。

・
「
財

政
等

」
は

下
段

の
方

に
示

す
。

・
施

設
・
管

路
の

位
置

、
口

径
等

を
追

記
。

P
8

(文
章

表
現

等
の

修
正

)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

B
3
2

P
9

9
頁

上
3
行

：
「
耐

震
化

計
画

策
定

に
あ

た
っ
て

は
、
・
・
・
耐

震
化

計
画

の
策

定
等

に
あ

た
り
，
・
・
・
」
と
な

っ
て

い
て

、
日

本
語

が
お

か
し
い

．
［
宮

島
委

員
］

・
「
水

道
の

耐
震

化
計

画
策

定
に

あ
た

っ
て

は
、
水

道
施

設
の

耐
震

診
断

、
耐

震
化

対
策

の
検

討
、
耐

震
化

計
画

の
策

定
等

に
必

要
な

基
本

情
報

を
収

集
し
整

理
す

る
。
」
に

修
正

す
る
。

左
記

を
修

正
P
8

Ａ
1
8

P
9

9



検
討

会
意

見
メ
ー

ル
意

見
事

務
局

再
検

討
内

容
ペ

ー
ジ

表
　
第

２
回

検
討

会
に

お
け

る
意

見
の

反
映

等
に

つ
い

て

目
次

ペ
ー

ジ
意

見
等

対
応

(※
P
は

第
２
回

検
討

会
資

料
-
4
(1
)の

ペ
ー

ジ
を
示

す
)

指
針

へ
の

反
映

番
号

２
．
水

道
施

設
の

被
害

想
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
.1
 施

設
の

耐
震

診
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
施

設
の

耐
震

診
断

全
般

）
　
　
　
　
　
　
　

B
3
3

P
1
0

（
内

容
）
 耐

震
化

対
策

の
検

討
（
意

見
）
 「
必

要
な

事
項

の
み

部
分

的
に

検
討

す
る
」
の

は
何

に
対

し
て

か
（
上

か
ら
５
行

目
）

（
修

正
案

）
 文

面
を
修

正
 ［
熊

木
委

員
］

・
当

面
実

施
す

る
耐

震
化

対
策

を
選

定
し
て

、
選

定
し
た

対
策

に
対

す
る
施

設
・
管

路
の

耐
震

診
断

等
の

み
を
行

っ
て

も
よ
い

旨
に

修
正

す
る
。

左
記

を
修

正
P
9

C
4

-
・
詳

細
耐

震
診

断
を
中

心
に

し
た

記
述

で
あ

り
、
そ

の
旨

を
記

述
。
（
取

り
組

み
難

い
感

じ
が

す
る
た

め
。
簡

易
耐

震
診

断
の

場
合

は
容

易
で

あ
る
こ
と
を
示

唆
）
。

左
記

を
修

正
P
9
,P
1
2

B
3
4

P
1
0

（
内

容
）
 水

源
（
意

見
）
 土

堰
堤

等
と
あ

る
が

、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
は

関
係

な
い

と
捉

え
ら
れ

な
い

か
（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
ダ

ム
な

ど
の

貯
水

施
設

に
つ

い
て

は
、
省

令
に

則
り
堤

体
や

基
礎

地
盤

の
安

定
性

を
検

討
す

る
と
と
も
に

、
土

堰
堤

等
に

つ
い

て
は

法
面

の
安

定
性

を
検

討
す

る
旨

に
修

正
す

る
。

左
記

を
修

正
P
9

B
3
5

P
1
1

（
内

容
）
 過

去
の

地
震

被
害

（
意

見
）
 市

町
村

合
併

や
簡

易
水

道
施

設
の

引
き
取

り
施

設
被

害
が

あ
る
（
懸

念
さ
れ

る
）

（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
市

町
村

合
併

等
に

よ
り
継

承
し
た

水
道

施
設

に
つ

い
て

、
建

設
年

代
が

古
い

等
に

よ
り
耐

震
水

準
が

確
保

さ
れ

て
い

な
い

場
合

が
あ

る
た

め
、
注

意
を
要

す
る
旨

を
追

記
す

る
。

左
記

を
修

正
P
1
0

（
施

設
の

耐
震

診
断

項
目

）
　
　
　
　
　
　

B
3
6

P
1
0

～ P
1
1

●
　
P
1
0
～

P
1
1
　
2
.1
　
施

設
の

被
害

想
定

　
（
後

ろ
に

回
す

。
）

　
　
　
　
基

本
的

な
事

項
と
し
て

は
下

記
の

よ
う
な

項
目

が
必

要
と
考

え
ら
れ

る
。

　
・
管

路
の

詳
細

な
被

害
想

定
は

、
基

本
は

「
水

道
施

設
耐

震
工

法
指

針
・
解

説
」
に

従
う
旨

を
記

載
す

る
必

要
が

あ
る
。

　
・
次

に
設

備
と
し
て

の
耐

震
診

断
（
破

損
、
転

倒
、
横

ず
れ

な
ど
）
を
検

討
す

る
。

　
・
地

盤
等

の
崩

落
の

可
能

性
確

認
　
・
構

造
物

と
構

造
物

・
管

路
と
の

取
り
合

い
部

の
耐

震
性

の
確

認
　
・
液

状
化

に
よ
る
影

響
確

認
（
浮

上
、
傾

き
、
砂

の
流

入
）

　
・
停

電
の

可
能

性
確

認
（
停

止
期

間
、
自

家
発

電
機

、
燃

料
な

ど
）

　
・
施

設
停

止
時

の
影

響
度

の
確

認
　
・
二

次
災

害
の

可
能

性
確

認
　
・
代

替
施

設
の

有
無

の
確

認
　
な

ど
　
［
岡

部
委

員
］

･左
記

を
踏

ま
え

て
、
停

電
対

策
に

つ
い

て
記

述
を
充

実
す

る
。
（
停

電
期

間
、
燃

料
備

蓄
量

に
よ
る
停

電
時

の
施

設
稼

働
の

検
討

等
）

左
記

を
修

正
P
1
0

C
5

-
耐

震
性

が
低

い
復

旧
困

難
施

設
、
管

路
を
抽

出
す

る
こ
と
を

説
明

。
左

記
を
修

正
P
1
0
,P
1
4

（
施

設
の

耐
震

診
断

方
法

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ
1
9

P
1
2

・
P
1
2
の

下
（
下

か
ら
7
～

８
行

目
）
で

、
「
耐

震
診

断
方

法
は

い
ず

れ
の

方
法

を
用

い
て

も
良

い
」
と
あ

る
が

、
診

断
に

は
順

番
が

あ
る
こ
と
、
概

略
判

断
で

は
最

終
判

断
が

で
き
な

い
こ
と
を

示
す

。
[熊

木
委

員
]

・
耐

震
診

断
の

順
序

（
段

階
）
、
概

略
判

断
で

は
耐

震
性

の
有

無
の

最
終

判
断

が
で

き
な

い
こ
と
を
示

す
。

左
記

を
修

正
P
1
1

B
3
7

P
1
2

（
内

容
）
 簡

易
診

断
と
詳

細
診

断
（
意

見
）
 簡

易
診

断
の

み
で

更
新

す
る
か

ど
う
か

は
疑

問
（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
「
耐

震
性

の
有

無
・
耐

力
等

を
最

終
的

に
判

定
す

る
た

め
に

は
詳

細
耐

震
診

断
を
行

う
必

要
が

あ
る
が

、
・
・
・
」
と
記

述
し
て

い
る
が

、
表

現
を
分

か
り
や

す
く
す

る
。
（
Ａ
１
９
と
同

じ
）

－
－

B
3
8

P
1
2

●
　
P
1
2
　
2
.1
.2
　
施

設
の

耐
震

診
断

の
進

め
方

　
（
こ
れ

も
後

ろ
に

回
す

。
）

　
・
簡

易
診

断
の

事
例

を
紹

介
し
て

は
ど
う
か

。
（
詳

細
は

、
指

針
な

ど
に

よ
る
か

コ
ン
サ

ル
タ
ン

ト
な

ど
に

委
託

す
る
の

で
あ

れ
ば

省
い

て
も
よ
い

。
）

　
・
配

水
池

な
ど
は

昭
和

5
5
年

の
標

準
仕

様
書

（
添

付
参

照
）
以

前
で

は
耐

震
性

が
低

い
。

［
岡

部
委

員
］

・
簡

易
診

断
の

事
例

を
策

定
事

例
に

示
す

。
・
昭

和
5
5
年

の
仕

様
以

前
で

は
耐

震
性

が
低

く
地

震
に

よ
る

被
害

が
多

い
旨

を
記

述
。

・
左

記
を
策

定
事

例
に

示
す

。
・
左

記
を
記

述
P
1
0

1
0



検
討

会
意

見
メ
ー

ル
意

見
事

務
局

再
検

討
内

容
ペ

ー
ジ

表
　
第

２
回

検
討

会
に

お
け

る
意

見
の

反
映

等
に

つ
い

て

目
次

ペ
ー

ジ
意

見
等

対
応

(※
P
は

第
２
回

検
討

会
資

料
-
4
(1
)の

ペ
ー

ジ
を
示

す
)

指
針

へ
の

反
映

番
号

（建
設

年
代

に
よ
る
施

設
の

被
害

想
定

）
・
建

設
年

代
に

よ
り
概

略
被

害
想

定
を
行

う
、
あ

る
い

は
耐

震
化

率
を
算

出
し
、
そ

れ
に

対
し
て

目
標

を
設

定
す

る
等

の
簡

単
な

方
法

で
も
良

い
の

で
は

な
い

か
。
[田

中
委

員
]

・
建

設
年

代
に

よ
り
被

害
想

定
を
行

っ
て

、
耐

震
化

計
画

を
策

定
し
て

良
い

旨
を
、
指

針
や

策
定

事
例

で
示

す
。

左
記

を
策

定
事

例
に

記
述

。
指

針
は

記
述

済
み

。
－

→
「
耐

震
化

計
画

の
策

定
に

あ
た

っ
て

は
・
・
・
、
耐

震
診

断
方

法
は

い
ず

れ
の

方
法

を
用

い
て

も
良

い
。
」
（
P
1
2
）
と
し
て

い
る
が

、
概

略
の

方
法

で
も
良

い
旨

を
示

す
。
[宮

島
委

員
]

→
策

定
事

例
で

も
、
建

設
年

代
で

被
害

想
定

す
る
事

例
を
示

す
と
と
も
に

、
指

針
に

も
そ

の
旨

を
明

記
す

る
。
[事

務
局

]

2
.2
 管

路
等

の
被

害
想

定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
管

路
の

被
害

想
定

項
目

）
　
　
　
　
　
　
　

B
3
9

P
1
3

●
　
P
1
3
　
2
.2
.1
　
管

路
の

被
害

想
定

　
（
こ
れ

も
後

ろ
に

回
す

。
）

　
基

本
的

な
事

項
と
し
て

は
下

記
の

よ
う
な

項
目

が
必

要
と
考

え
ら
れ

る
。

　
・
管

路
と
し
て

の
耐

震
診

断
は

、
基

本
は

「
地

震
に

よ
る
管

路
被

害
予

測
の

確
立

に
向

け
た

研
究

」
な

ど
に

従
う
旨

を
記

載
す

る
。

　
・
次

に
附

属
設

備
と
し
て

の
耐

震
診

断
（
空

気
弁

、
消

火
栓

、
バ

ル
ブ
、
弁

室
な

ど
）
を
行

う
。

　
　
（
年

代
や

型
式

程
度

か
ら
の

判
定

し
か

で
き
な

い
）

　
・
地

盤
等

の
崩

落
の

可
能

性
確

認
　
・
管

路
と
構

造
物

、
伏

せ
越

な
ど
管

路
と
管

路
の

取
り
合

い
部

の
耐

震
性

の
確

認
　
　
（
可

と
う
管

の
有

無
、
限

界
値

の
確

認
な

ど
）

　
・
液

状
化

に
よ
る
影

響
確

認
（
浮

上
、
破

損
な

ど
）

　
・
断

水
時

の
影

響
度

の
確

認
　
・
二

次
災

害
の

可
能

性
確

認
　
・
代

替
管

路
の

有
無

の
確

認
　
な

ど
　
・
「
給

水
装

置
」
「
受

水
槽

」
な

ど
は

、
水

道
事

業
体

の
復

旧
範

囲
に

入
ら
な

い
た

め
、
「
そ

の
他

」
と
し
て

記
載

し
て

は
ど
う
か

。
　
［
岡

部
委

員
］

･左
記

を
踏

ま
え

て
、
以

下
に

つ
い

て
内

容
を
充

実
す

る
。

　
　
・
管

路
付

属
設

備
は

形
式

等
に

よ
り
耐

震
性

を
判

定
す

る
　
　
・
管

路
と
構

造
物

、
伏

せ
越

し
な

ど
の

耐
震

性
の

確
認

　
　
・
液

状
化

に
よ
る
影

響
確

認
（
浮

上
、
破

損
な

ど
）

・
「
給

水
装

置
」
「
受

水
槽

」
に

つ
い

て
は

、
「
・
・
・
確

認
す

る
こ
と

が
望

ま
し
い

」
旨

に
修

正
す

る
。
（
Ｂ
４
５
と
同

じ
）

　 ・
左

記
の

管
路

付
属

設
備

は
形

式
等

に
よ
り
耐

震
性

を
判

定
す

る
こ

と
、
管

路
と
構

造
物

、
伏

せ
越

し
な

ど
の

耐
震

性
の

検
討

、
液

状
化

に
よ
る
影

響
確

認
に

つ
い

て
記

述
。

P
1
3

（
耐

震
性

等
の

表
現

）
　
　
　
　
　
　
　

C
6

・
耐

震
性

や
耐

震
適

合
性

の
有

無
を
確

認
す

る
・
耐

震
管

や
耐

震
適

合
管

お
よ
び

そ
れ

ら
以

外
に

分
類

し
、
耐

震
性

を
把

握
す

る
。
（
管

路
の

耐
震

化
に

関
す

る
検

討
会

報
告

書
平

成
2
6
年

6
月

）
に

よ
る
。

左
記

を
修

正
P
1
0
,P
1
2

（
管

路
被

害
予

測
式

の
出

典
）
　
　
　
　

B
4
0

P
1
3

（
内

容
）
 管

路
被

害
予

測
式

（
意

見
）
 参

考
資

料
が

わ
か

る
よ
う
に

す
る

（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
（
Ａ
１
０
と
同

じ
）

－
－

（埋
戻

し
土

の
締

固
め

不
十

分
に

よ
る
液

状
化

）

B
4
1

P
1
3

1
3
頁

下
5
行

：
埋

め
戻

し
土

の
締

め
固

め
が

不
十

分
な

だ
け

で
液

状
化

が
起

こ
る
よ
う
に

も
読

め
る
の

で
，
「
管

路
布

設
に

際
し
埋

め
戻

し
土

の
締

め
固

め
が

不
十

分
で

地
下

水
位

の
高

い
路

線
」
と
し
て

は
ど
う
か

．
［
宮

島
委

員
］

・
左

記
の

と
お

り
、
「
・
・
・
地

下
水

位
の

高
い

路
線

」
を
追

記
す

る
。

左
記

を
修

正
P
1
3

B
4
2

P
1
3

（
内

容
）
 管

路
の

埋
戻

し
土

の
締

固
め

（
意

見
）
 締

固
め

が
不

十
分

と
の

表
現

が
わ

か
り
に

く
い

の
で

は
（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
「
転

圧
等

に
よ
る
埋

戻
し
土

の
締

固
め

が
不

十
分

」
に

修
正

。
左

記
を
修

正
P
1
3

（
地

震
被

害
が

大
き
い

箇
所

）
　
　
　
　
　
　

B
4
3

P
1
4

（
内

容
）
 地

震
被

害
が

大
き
い

箇
所

（
意

見
）
 旧

河
川

を
追

加
し
て

は
（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ
等

に
よ
り
把

握
で

き
る
液

状
化

の
可

能
性

が
あ

る
地

区
と
し
て

、
旧

河
道

、
埋

立
地

等
を
追

記
。

左
記

を
修

正
P
1
2

Ａ
2
0

P
1
2

1
1



検
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表
　
第

２
回

検
討

会
に

お
け

る
意

見
の

反
映

等
に

つ
い

て

目
次

ペ
ー

ジ
意

見
等

対
応

(※
P
は

第
２
回

検
討

会
資

料
-
4
(1
)の

ペ
ー

ジ
を
示

す
)

指
針

へ
の

反
映

番
号

（
空

気
弁

の
地

震
被

害
等

）
　
　
　
　
　
　
　
　

・
仙

台
市

で
は

東
日

本
大

震
災

に
お

い
て

空
気

弁
が

多
数

破
損

し
て

断
水

が
拡

大
し
た

が
、

そ
の

後
の

調
査

で
ど
の

よ
う
な

対
策

等
が

考
え

ら
れ

た
の

か
等

を
教

え
て

ほ
し
い

。
[高

橋
委

員
]

・
「
4
.2
.2
 ２

）
管

路
付

属
設

備
の

耐
震

化
」
に

お
い

て
、
ウ

ォ
ー

タ
ー

ハ
ン
マ

ー
に

対
す

る
空

気
弁

の
耐

震
化

の
方

法
を
記

述
す

る
。

左
記

を
修

正
P
2
6

→
空

気
弁

に
つ

い
て

日
本

水
道

協
会

規
格

が
改

定
さ
れ

、
材

質
の

変
更

や
空

洞
型

の
構

造
の

変
更

等
が

行
わ

れ
た

。
[木

村
委

員
、
岡

部
委

員
]

（
水

管
橋

の
耐

震
性

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

B
4
4

P
1
4

（
内

容
）
 水

管
橋

の
耐

震
性

（
意

見
）
 支

承
部

の
伸

縮
継

手
の

耐
震

性
を
挿

入
（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
左

記
の

と
お

り
、
支

承
部

の
伸

縮
継

手
の

耐
震

性
を
追

記
。

左
記

を
修

正
P
1
3
,P
2
5
,

P
2
6

（
給

水
装

置
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
給

水
装

置
に

つ
い

て
は

、
事

業
体

で
は

耐
震

化
計

画
に

組
み

込
ん

で
お

ら
れ

る
の

か
。
給

水
装

置
の

耐
震

化
は

中
小

規
模

事
業

体
で

は
扱

え
な

い
の

で
は

な
い

か
。
[岡

部
委

員
]

左
記

を
修

正
P
1
3

→
横

浜
市

で
は

給
水

装
置

は
漏

水
対

策
と
し
て

更
新

し
て

い
る
。
ス

テ
ン
レ
ス

管
（
耐

震
管

）
を

入
れ

る
よ
う
に

指
導

す
る
が

、
お

客
様

の
財

産
で

あ
る
た

め
、
耐

震
管

以
外

で
も
だ

め
と
は

い
え

な
い

。
[田

中
委

員
]

→
重

要
給

水
施

設
で

病
院

等
の

給
水

管
が

耐
震

化
さ
れ

て
い

な
い

と
効

果
が

な
い

。
ま
た

、
宅

内
の

給
水

管
に

つ
い

て
補

助
が

て
き
な

い
か

。
[高

橋
委

員
]

→
給

水
装

置
の

耐
震

化
は

、
あ

ま
り
認

識
さ
れ

て
い

な
か

っ
た

が
、
影

響
度

が
大

き
い

の
で

、
注

意
喚

起
と
い

う
こ
と
で

、
大

規
模

事
業

体
が

中
心

か
も
し
れ

な
い

が
記

述
す

る
。
[宮

島
委

員
]

（
受

水
槽

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ
2
3

P
1
4

・
P
1
4
の

「
重

要
給

水
施

設
の

受
水

槽
に

つ
い

て
据

付
状

態
、
流

出
側

配
管

破
損

時
の

貯
留

水
流

出
防

止
策

等
を
確

認
す

る
」
は

、
「
・
・
・
確

認
す

る
こ
と
が

望
ま
し
い

」
程

度
に

し
た

方
が

よ
い

。
[熊

木
委

員
]

・
（
B
4
5
と
同

じ
）

－
－

B
4
5

P
1
4

（
内

容
）
 受

水
槽

（
意

見
）
 据

え
付

け
状

態
等

の
確

認
に

は
な

ら
な

い
（
修

正
案

）
 受

水
槽

管
理

者
と
災

害
発

生
時

の
応

急
対

応
に

関
連

す
る
情

報
共

有
や

給
水

装
置

の
耐

震
化

の
必

要
性

の
説

明
す

る
機

会
と
す

る
な

ど
の

効
果

を
記

入
 ［
熊

木
委

員
］

・
受

水
槽

管
理

者
に

左
記

の
給

水
装

置
に

関
す

る
耐

震
化

や
応

急
対

応
に

つ
い

て
説

明
し
、
耐

震
性

の
把

握
と
耐

震
化

を
促

す
こ
と
が

望
ま
し
い

旨
に

修
正

す
る
。

左
記

を
修

正
P
1
3
,P
2
7

（管
路

の
被

害
想

定
の

進
め

方
に

お
け

る
管

路
に

関
す

る
記

述
等

）

B
4
6

P
1
5

1
5
頁

上
１
行

：
「
2
.2
.2
管

路
の

被
害

想
定

の
進

め
方

」
と
あ

る
が

、
内

容
は

水
管

橋
等

の
話

ば
か

り
で

，
管

路
の

被
害

想
定

の
進

め
方

は
2
.2
.1
で

述
べ

ら
れ

て
い

る
の

で
は

な
い

か
．
［
宮

島
委

員
］

・
管

路
に

関
す

る
説

明
を
、
水

管
橋

の
説

明
の

前
に

記
述

す
る
。

左
記

を
修

正
P
1
4

B
4
7

P
1
5

1
5
頁

下
1
8
行

：
2
.2
.2
を
水

管
橋

等
の

被
害

想
定

と
し
て

、
「
ま
た

管
路

（
埋

設
管

路
）
等

の
・
・
・
」

を
2
.2
.1
に

移
動

し
て

は
ど
う
か

．
［
宮

島
委

員
］

・
（
B
4
6
と
同

じ
）

－
－

B
4
8

P
1
5

（
内

容
）
 水

管
橋

等
（
意

見
）
 管

路
等

と
し
た

方
が

良
い

の
で

は
（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
（
B
4
6
と
同

じ
）

－
－

Ａ
2
1

P
1
4

Ａ
2
2

P
1
4

・
給

水
装

置
の

耐
震

化
に

つ
い

て
も
、
指

針
に

含
め

て
注

意
喚

起
す

る
。

1
2



検
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検
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に

お
け

る
意

見
の

反
映

等
に

つ
い

て

目
次

ペ
ー

ジ
意

見
等

対
応

(※
P
は

第
２
回

検
討

会
資

料
-
4
(1
)の

ペ
ー

ジ
を
示

す
)

指
針

へ
の

反
映

番
号

（管
路

の
被

害
想

定
の

事
例

の
提

示
）

B
4
9

P
1
5

●
　
P
1
5
　
2
.2
.2
　
管

路
の

被
害

想
定

の
進

め
方

　
（
こ
れ

も
後

ろ
に

回
す

。
）

・
簡

易
診

断
の

事
例

を
紹

介
し
て

は
ど
う
か

。
（
詳

細
は

、
指

針
な

ど
に

よ
る
か

コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト

な
ど
に

委
託

す
る
の

で
あ

れ
ば

省
い

て
も
よ
い

。
）

（
耐

震
化

計
画

策
定

事
例

　
表

8
　
「
管

路
被

害
予

測
と
各

補
正

係
数

」
を
使

用
す

る
に

は
、
詳

細
な

管
路

情
報

（
マ

ッ
ピ
ン
グ

な
ど
）
と
地

盤
情

報
を
重

ね
な

い
と
算

出
で

き
な

い
の

で
、
概

算
で

被
害

率
、
被

害
件

数
が

算
出

で
き
る
事

例
が

よ
い

。
）
　
［
岡

部
委

員
］

・
概

算
で

被
害

率
、
被

害
件

数
を
算

出
す

被
害

想
定

結
果

を
策

定
事

例
に

示
す

。
策

定
事

例
に

示
す

－

2
.3
 断

水
予

測
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
断

水
予

測
方

法
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

B
5
0

P
1
5

●
　
P
1
5
　
2
.3
断

水
予

測
　
（
こ
れ

も
後

ろ
に

回
す

。
）

・
「
停

電
」
に

よ
る
断

水
予

測
、
「
基

幹
施

設
（
浄

水
場

、
配

水
池

な
ど
）
」
に

よ
る
断

水
予

測
、

「
管

路
被

害
」
に

よ
る
断

水
予

測
か

ら
予

測
す

る
必

要
が

あ
る
。

・
「
給

水
装

置
、
受

水
槽

の
被

害
」
に

よ
る
断

水
は

、
断

水
予

測
か

ら
省

く
。

・
個

別
に

想
定

で
き
れ

ば
よ
い

が
、
ブ
ロ
ッ
ク
化

な
ど
も
さ
れ

て
い

な
け

れ
ば

、
予

測
が

非
常

に
難

し
い

た
め

、
「
管

路
被

害
」
を
ベ

ー
ス

に
被

害
件

数
と
復

旧
班

数
か

ら
何

日
程

度
か

を
算

出
す

る
方

法
な

ど
掲

載
し
て

は
ど
う
か

。
・
ま
た

は
「
川

上
の

式
」
な

ど
を
参

考
に

示
し
て

は
ど
う
か

。
h
tt
p:
/
/
an

sh
in
.p
re
f.
to
ku

sh
im

a.
jp
/
do

c
s/

2
0
1
3
1
1
2
1
0
0
0
2
3
/
fi
le
s/

sh
u
h
o
u_
sh

o
u
sa

i.p
df

［
岡

部
委

員
］

･左
記

を
踏

ま
え

て
、
停

電
に

よ
る
影

響
も
追

記
す

る
。

・
計

画
策

定
事

例
に

お
い

て
、
管

路
被

害
件

数
を
ベ

ー
ス

に
復

旧
班

数
等

か
ら
応

急
復

旧
期

間
を
算

出
す

る
。

・
「
川

上
の

式
」
は

資
料

編
に

示
す

。

左
記

を
修

正
P
1
5

３
．
耐

震
化

の
目

標
設

定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3
.1
 耐

震
化

の
目

標
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

C
7

-
・
計

画
期

間
は

耐
震

化
の

目
標

を
説

明
す

る
上

で
必

要
で

あ
る
た

め
、
5
.1
か

ら
移

動
。

左
記

を
修

正
P
1
6

（
基

本
的

な
考

え
方

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
応

急
復

旧
、
応

急
給

水
の

耐
震

化
目

標
は

当
面

の
も
の

か
、
将

来
の

も
の

か
、
ど
の

よ
う
な

位
置

付
け

に
な

る
の

か
。
[岡

部
委

員
]

・
左

記
を
修

正
P
1
6
,P
1
7

→
目

標
は

事
業

体
が

決
め

る
計

画
期

間
に

応
じ
た

も
の

で
考

え
て

い
る
。
［
事

務
局

］

→
目

標
は

例
で

あ
る
こ
と
を
示

す
。
［
熊

木
委

員
］

→
耐

震
化

計
画

が
当

面
の

も
の

か
、
超

長
期

の
も
の

か
を
整

理
し
て

示
す

必
要

が
あ

る
。
［
高

橋
委

員
］

・
短

期
と
長

期
の

も
の

が
、
一

緒
に

入
っ
て

い
る
た

め
、
重

荷
を
感

じ
る
。
5
年

、
1
0
年

、
2
0
年

程
度

の
ス

パ
ン
を
狭

め
た

計
画

の
方

が
良

い
［
田

中
委

員
］

B
5
1

P
1
7

（
内

容
）
 耐

震
化

の
目

標
設

定
（
意

見
）
 あ

く
ま
で

も
例

で
あ

る
こ
と
を
強

調
す

る
（
修

正
案

）
 現

状
の

耐
震

性
を
把

握
し
た

う
え

で
、
各

事
業

者
が

決
定

す
る
。
ま
た

、
こ
の

例
に

お
い

て
も
目

標
で

あ
っ
て

現
状

が
そ

う
で

な
い

か
ら
ダ

メ
と
い

う
こ
と
に

は
な

ら
な

い
よ
う
気

を
付

け
る
。
 ［
熊

木
委

員
］

・
（
Ａ
２
４
の

２
点

目
と
同

じ
）

・
耐

震
化

の
目

標
は

、
現

状
で

は
な

く
、
耐

震
化

計
画

に
お

け
る
将

来
の

目
標

で
あ

る
旨

を
明

記
す

る
。

・
左

記
を
修

正
P
1
6

B
5
2

P
1
7

委
員

会
で

発
言

が
あ

っ
た

よ
う
に

記
憶

し
て

い
ま
す

が
、
全

体
的

に
目

標
設

定
は

、
望

ま
し

い
。
と
い

う
様

な
表

現
が

良
い

の
で

は
と
思

い
ま
す

。
　
［
佐

藤
委

員
］

・
（
Ａ
２
４
の

２
点

目
と
同

じ
）

－
－

（
目

標
の

示
し
方

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ
2
5

P
1
7

～
1
8

・
耐

震
化

の
目

標
の

設
定

方
法

を
コ
ラ
ム

に
示

し
、
数

値
の

例
等

は
解

説
に

示
す

な
ど
が

考
え

ら
れ

る
。
[岡

部
委

員
]

・
耐

震
化

の
目

標
の

設
定

方
法

を
コ
ラ
ム

（
枠

内
）
に

、
数

値
等

は
解

説
に

示
す

。
・
左

記
を
修

正
P
1
6

Ａ
2
4

P
1
7

～
1
8

・
耐

震
化

計
画

の
計

画
期

間
は

水
道

施
設

設
計

指
針

を
参

考
に

1
0
～

2
0
年

間
程

度
を
標

準
と
す

る
が

、
5
年

程
度

の
も
の

で
も
良

く
、
事

業
体

に
お

い
て

適
切

に
定

め
る
旨

を
記

述
す

る
。

・
目

標
は

計
画

期
間

と
合

わ
せ

た
も
の

と
す

る
旨

を
記

述
。

・
目

標
値

に
つ

い
て

は
住

民
の

生
活

の
安

定
等

を
考

慮
し
た

望
ま
し
い

値
（
応

急
復

旧
期

間
の

２
週

間
等

）
を
基

本
に

、
現

状
の

水
道

施
設

の
耐

震
化

の
状

況
、
お

よ
び

計
画

期
間

に
お

い
て

実
施

で
き
る
耐

震
化

整
備

量
等

を
考

慮
し
て

定
め

る
旨

を
記

述
す

る
。

1
3



検
討

会
意

見
メ
ー

ル
意

見
事

務
局

再
検

討
内

容
ペ

ー
ジ

表
　
第

２
回

検
討

会
に

お
け

る
意

見
の

反
映

等
に

つ
い

て

目
次

ペ
ー

ジ
意

見
等

対
応

(※
P
は

第
２
回

検
討

会
資

料
-
4
(1
)の

ペ
ー

ジ
を
示

す
)

指
針

へ
の

反
映

番
号

（耐
震

化
率

等
の

目
標

に
つ

い
て
）

・
応

急
復

旧
期

間
や

応
急

給
水

は
応

援
に

よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
く
、
中

小
事

業
体

で
は

求
め

る
こ
と
自

体
も
難

し
い

。
目

標
と
し
て

は
、
耐

震
化

率
な

ど
の

具
体

的
な

も
の

で
も
良

い
の

で
は

。
[岡

部
委

員
]

･耐
震

化
の

目
標

は
応

急
復

旧
期

間
、
応

急
給

水
(段

階
別

の
水

量
、
水

運
搬

距
離

)を
標

準
と
す

る
が

、
耐

震
化

率
等

で
も

良
い

旨
を
記

述
す

る
。

・
左

記
を
修

正
P
1
6

→
こ
の

指
針

の
対

象
は

中
小

事
業

体
だ

け
で

は
な

い
た

め
、
全

体
を
対

象
と
し
た

目
標

も
必

要
。
[宮

島
委

員
]

B
5
3

P
1
7

●
　
P
1
7
　
3
.耐

震
化

の
目

標
設

定
・
当

面
（
1
0
年

程
度

）
の

目
標

と
す

る
な

ら
ば

、
耐

震
化

を
進

め
た

と
し
て

も
大

き
な

改
善

は
期

待
で

き
な

い
。

・
ま
た

、
最

近
で

は
復

旧
期

間
、
応

急
給

水
量

を
住

民
向

け
の

指
標

と
し
て

い
る
大

手
事

業
体

も
あ

る
が

、
耐

震
化

の
目

標
は

当
面

「
水

道
施

設
の

技
術

的
基

準
を
定

め
る
省

令
本

則
」
「
水

道
施

設
耐

震
工

法
指

針
・
解

説
」
な

ど
施

設
基

準
本

則
に

適
合

さ
せ

る
こ
と
し
か

な
い

と
考

え
る
。

・
ま
た

基
準

に
適

合
で

き
る
状

態
に

す
ぐ
で

き
る
わ

け
で

は
な

い
の

で
、
基

準
に

対
し
て

不
足

し
て

い
る
施

設
が

ど
れ

だ
け

あ
っ
て

、
そ

れ
を
当

面
の

目
標

と
し
て

ど
こ
ま
で

耐
震

化
を
図

る
か

が
目

標
と
な

る
。

・
応

急
復

旧
が

可
能

と
見

込
ま
れ

る
か

ら
い

い
と
い

う
も
の

で
は

な
い

と
考

え
る
。
応

急
対

応
の

目
標

と
い

う
こ
と
な

ら
理

解
で

き
る
が

指
標

の
選

定
を
全

面
的

に
修

正
す

べ
き
で

あ
る
。
復

旧
は

応
援

な
く
し
て

は
で

き
ず

、
ど
れ

だ
け

応
援

が
来

て
く
れ

る
か

も
想

定
に

な
る
。
従

っ
て

、
想

定
次

第
で

は
施

設
の

耐
震

化
を
ど
こ
ま
で

や
る
か

が
変

化
す

る
の

で
、
指

標
と
し
て

は
よ
く
な

い
と
考

え
る
。
（
復

旧
期

間
な

ど
は

市
民

向
け

の
指

標
で

あ
る
。
）

・
応

急
給

水
を
耐

震
化

計
画

の
目

標
と
す

る
こ
と
も
お

か
し
い

と
考

え
る
。
基

本
は

施
設

の
耐

震
化

で
あ

り
、
事

故
後

対
応

と
は

区
別

す
る
べ

き
で

あ
る
。
（
応

急
給

水
量

な
ど
も
市

民
向

け
の

指
標

と
し
て

使
用

す
る
の

は
よ
い

。
）

・
従

っ
て

、
以

下
の

よ
う
な

目
標

の
指

針
と
し
て

は
ど
う
か

。
　
・
最

終
的

な
耐

震
化

の
目

標
は

、
す

べ
て

の
施

設
・
管

路
が

耐
震

基
準

を
満

た
す

こ
と
で

あ
る
。

　
・
し
か

し
、
管

路
の

耐
震

化
な

ど
は

長
期

間
を
要

す
る
た

め
、
当

面
（
1
0
年

程
度

な
ど
）
の

目
標

を
設

定
し
て

も
よ
い

。
・
当

面
の

目
標

の
設

定
方

法
例

を
以

下
に

示
す

。
・
耐

震
化

が
必

要
と
明

ら
か

な
場

合
は

、
そ

の
施

設
・
管

路
の

耐
震

化
を
目

標
と
す

る
。

・
耐

震
基

準
に

満
た

な
い

施
設

・
管

路
の

現
状

把
握

を
行

い
、
当

面
の

耐
震

化
期

間
（
1
0
年

程
度

な
ど
）
、
と
耐

震
化

す
る
対

象
施

設
を
定

め
、
耐

震
化

の
目

標
と
す

る
。

・
「
応

急
復

旧
期

間
」
「
応

急
給

水
量

」
な

ど
は

、
指

針
で

は
示

さ
な

い
。
（
事

例
と
し
て

は
解

説
に

掲
載

し
て

も
よ
い

が
、
後

ろ
に

回
す

。
）
　
［
岡

部
委

員
］

・
住

民
に

と
っ
て

は
、
耐

震
化

率
等

の
指

標
は

解
り
に

く
く
、
断

水
期

間
（
応

急
復

旧
期

間
）
な

ど
の

住
民

へ
の

直
接

的
な

影
響

を
示

す
指

標
が

解
り
や

す
い

こ
と
が

、
耐

震
化

阻
害

要
因

分
析

に
お

い
て

も
確

認
さ
れ

て
お

り
、
耐

震
化

の
目

標
と
し

て
、
応

急
復

旧
期

間
、
応

急
給

水
は

引
き
続

き
用

い
る
。

・
耐

震
化

が
重

要
で

あ
る
こ
と
に

つ
い

て
は

、
「
本

指
針

の
利

用
に

あ
た

っ
て

」
等

に
記

述
す

る
。
（
C
1
と
同

じ
）

・
左

記
を
踏

ま
え

、
水

道
施

設
の

耐
震

化
の

目
標

に
つ

い
て

、
最

終
的

な
耐

震
化

目
標

を
基

に
、
当

面
（
1
0
年

程
度

な
ど
）
の

目
標

を
設

定
す

る
こ
と
に

つ
い

て
追

記
す

る
。

水
道

施
設

の
耐

震
化

の
目

標
に

つ
い

て
、
最

終
的

な
耐

震
化

目
標

を
基

に
、
当

面
（
1
0
年

程
度

な
ど
）

の
目

標
を
設

定
す

る
こ
と
に

つ
い

て
追

記
す

る
。

P
2
0

（
応

急
給

水
目

標
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ
2
7

P
1
8

・
表

3
（
P
1
8
）
に

示
す

応
急

給
水

目
標

の
7
日

の
 2
0
Ｌ
／

人
･日

は
、
水

洗
ト
イ
レ
の

水
使

用
を

考
慮

す
る
と
少

な
い

。
水

洗
ト
イ
レ
に

つ
い

て
は

、
（
 ）
書

き
に

し
、
川

や
風

呂
の

水
等

、
水

道
以

外
で

確
保

す
る
旨

を
示

す
等

が
必

要
。
[熊

木
委

員
]

・
応

急
給

水
目

標
は

水
洗

ト
イ
レ
を
含

め
た

も
の

と
含

め
な

い
も
の

の
両

方
を
示

す
。
含

め
な

い
場

合
は

、
左

記
の

と
お

り
、

水
道

以
外

で
確

保
す

る
旨

を
示

す
。

左
記

を
修

正
P
1
7

Ａ
2
6

P
1
7

～
1
8

1
4



検
討
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意

見
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ー

ル
意
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務
局

再
検

討
内

容
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ー
ジ

表
　
第

２
回

検
討

会
に

お
け

る
意

見
の

反
映

等
に

つ
い

て

目
次

ペ
ー

ジ
意

見
等

対
応

(※
P
は

第
２
回

検
討

会
資

料
-
4
(1
)の

ペ
ー

ジ
を
示

す
)

指
針

へ
の

反
映

番
号

･表
3
の

水
運

搬
距

離
は

大
都

市
（
神

戸
）
の

例
で

あ
り
、
中

山
間

地
域

で
は

車
で

運
搬

す
る
こ

と
を
想

定
し
て

、
地

域
性

を
考

慮
し
て

そ
の

よ
う
な

例
も
示

せ
な

い
か

。
[鍬

田
委

員
]

・
応

急
給

水
目

標
例

は
都

市
部

の
例

で
あ

る
旨

を
表

記
す

る
。

左
記

を
修

正
P
1
7

→
中

越
地

震
の

時
は

車
が

通
れ

な
い

こ
と
も
あ

っ
た

。
[熊

木
委

員
]

→
こ
の

表
は

全
国

共
通

で
は

な
く
、
都

会
の

一
例

で
あ

る
旨

を
表

記
す

る
。
[宮

島
委

員
]

B
5
4

P
1
8

1
8
頁

表
3
：
（
都

市
部

の
例

）
な

ど
と
補

足
し
て

は
ど
う
か

．
「
7
日

」
を
「
 

7
日

」
、
「
1
4
日

」
を
「
 

1
4
日

」
に

修
正

．
「
概

ね
1
0
m
以

内
」
を
「
概

ね
1
0
0
m
以

内
」
に

修
正

．
［
宮

島
委

員
］

・
（
（
都

市
部

の
例

）
に

つ
い

て
は

、
Ａ
２
８
と
同

じ
）

・
「
7
日

」
、
「
1
4
日

」
で

、
給

水
区

域
全

体
が

各
々

の
目

標
水

量
の

応
急

給
水

を
で

き
る
状

態
に

な
る
た

め
、
「
～

」
は

付
記

し
な

い
も
の

と
す

る
。
※

１
・
「
1
4
日

」
は

配
水

管
の

復
旧

が
完

了
し
た

段
階

で
、
応

急
給

水
は

宅
内

給
水

装
置

の
破

損
に

よ
り
断

水
し
て

い
る
家

屋
等

を
対

象
と
し
て

、
各

家
屋

に
設

置
し
た

仮
設

給
水

栓
等

か
ら
の

応
急

給
水

を
想

定
し
て

い
る
た

め
、
原

案
の

よ
う
に

、
「
概

ね
1
0
m
以

内
」
と
す

る
。
※

１
※

１
　
神

戸
市

水
道

耐
震

化
指

針
等

を
参

考

－
－

B
5
5

P
1
8

3
.1
.1
　
表

3
　
1
4
日

の
運

搬
距

離
　
概

ね
1
0
ｍ

以
内

は
短

い
気

が
し
ま
す

が
、
良

い
の

で
し
ょ
う

か
？

柏
崎

は
田

舎
な

の
で

官
民

界
メ
ー

タ
ー

付
近

に
仮

設
給

水
栓

を
設

置
す

る
と
母

屋
ま
で

1
0
ｍ

以
上

な
ど
ざ
ら
に

あ
り
ま
す

。
現

行
の

指
針

は
1
0
0
ｍ

で
す

が
？

　
［
佐

藤
委

員
］

・
（
B
５
４
の

３
点

目
と
同

じ
）

－
－

（耐
震

化
対

策
と
応

急
対

策
の

関
連

図
に

つ
い

て
）

・
図

4
（
P
1
9
）
の

意
味

が
わ

か
り
に

く
い

。
現

状
に

対
す

る
耐

震
化

の
メ
リ
ッ
ト
や

応
急

対
策

と
耐

震
化

の
関

係
を
示

す
の

で
あ

れ
ば

、
期

間
(横

軸
)、

供
給

人
口

(縦
軸

)と
し
て

グ
ラ
フ
化

す
る

等
工

夫
す

る
。
[鍬

田
委

員
]

・
現

状
と
耐

震
化

後
に

つ
い

て
、
地

震
発

生
か

ら
の

期
間

(横
軸

)と
供

給
人

口
(縦

軸
)を

示
し
た

グ
ラ
フ
を
作

成
し
て

説
明

す
る
。

左
記

を
追

加
P
1
8
,P
1
9

→
図

４
は

漠
然

と
し
て

い
る
た

め
、
具

体
的

な
も
の

を
検

討
し
て

い
た

だ
き
た

い
。
[山

根
委

員
]

B
5
6

P
1
9

1
9
頁

図
４
：
分

か
り
や

す
く
改

訂
．
耐

震
化

対
策

の
定

義
を
は

っ
き
り
と
し
，
応

急
対

応
と
の

関
係

を
示

す
．
［
宮

島
委

員
］

・
（
Ａ
２
９
と
同

じ
）

－
－

B
5
7

P
1
9

●
　
P
1
9
　
図

4
　
耐

震
化

対
策

と
応

急
対

策
の

関
係

　
・
耐

震
化

対
策

と
応

急
対

策
は

補
完

す
る
も
の

で
は

な
い

の
で

、
こ
の

グ
ラ
フ
の

書
き
方

で
は

、
耐

震
化

o
r応

急
対

策
の

ど
ち
ら
か

で
い

い
よ
う
な

勘
違

い
を
生

じ
る
。

　
・
右

軸
に

応
急

復
旧

日
数

を
取

り
、
現

在
、
当

面
、
最

終
と
復

旧
日

数
が

少
な

る
グ

ラ
フ
だ

と
ま
だ

理
解

で
き
る
。
　
［
岡

部
委

員
］

・
（
Ａ
２
９
と
同

じ
）

－
－

3
.2
 水

道
施

設
の

機
能

維
持

水
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(水
道

施
設

の
機

能
維

持
水

準
)　

　

B
5
8

P
1
9

（
内

容
）
 機

能
維

持
水

準
、
指

標
（
意

見
）
 こ

こ
で

は
な

い
の

で
は

（
修

正
案

）
 流

れ
か

ら
し
て

ど
こ
に

入
れ

る
の

も
難

し
い

よ
う
に

思
え

る
 ［
熊

木
委

員
］

・
「
3
.1
 耐

震
化

の
目

標
」
が

住
民

に
お

け
る
目

標
で

あ
る
の

に
対

し
、
「
3
.2
 水

道
施

設
の

機
能

維
持

水
準

」
は

水
道

施
設

に
対

す
る
目

標
と
考

え
ら
れ

る
。

・
前

指
針

で
は

、
水

道
施

設
の

機
能

維
持

水
準

は
3
.1
に

含
ま

れ
て

い
た

が
、
本

指
針

で
は

、
上

記
の

違
い

を
考

慮
し
て

分
け

る
こ
と
と
し
た

。
・
Ｂ
５
３
の

よ
う
に

記
載

を
充

実
。

－
－

B
5
9

P
1
9

●
P
1
9
　
3
.2
機

能
維

持
水

準
　
・
耐

震
化

の
目

標
は

「
水

道
施

設
の

技
術

的
基

準
を
定

め
る
省

令
」
「
水

道
施

設
耐

震
工

法
指

針
・
解

説
」
な

ど
施

設
基

準
本

則
に

適
合

さ
せ

る
こ
と
し
か

な
い

と
考

え
る
。

　
・
当

面
の

目
標

値
に

お
け

る
「
機

能
維

持
水

準
」
を
定

め
る
の

は
難

し
い

。
被

害
予

測
と
同

じ
に

な
る
の

で
は

な
い

か
。

　
・
記

載
す

る
の

で
あ

れ
ば

、
「
水

道
施

設
の

技
術

的
基

準
を
定

め
る
省

令
」
の

引
用

し
か

な
い

。
　
［
岡

部
委

員
］

・
基

幹
施

設
・
管

路
等

を
選

定
し
て

、
水

道
施

設
全

体
の

最
終

的
な

機
能

維
持

水
準

を
定

め
、
そ

の
上

で
、
計

画
目

標
年

次
に

お
け

る
耐

震
化

の
目

標
（
応

急
復

旧
期

間
）
、
現

状
の

水
道

施
設

の
耐

震
化

の
状

況
等

よ
り
、
計

画
期

間
（
1
0
年

等
）
に

お
い

て
耐

震
化

（
更

新
）
す

る
施

設
・
管

路
を
設

定
す

る
こ
と
を
記

述
す

る
。
（
Ｂ
５
３
と
同

じ
）

－
－

Ａ
2
8

P
1
8

Ａ
2
9

P
1
9

1
5



検
討

会
意

見
メ
ー

ル
意

見
事

務
局

再
検

討
内

容
ペ

ー
ジ

表
　
第

２
回

検
討

会
に

お
け

る
意

見
の

反
映

等
に

つ
い

て

目
次

ペ
ー

ジ
意

見
等

対
応

(※
P
は

第
２
回

検
討

会
資

料
-
4
(1
)の

ペ
ー

ジ
を
示

す
)

指
針

へ
の

反
映

番
号

(文
章

表
現

等
の

修
正

)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

B
6
0

P
1
9

1
9
頁

下
1
4
行

：
「
レ
ベ

ル
一

地
震

動
」
、
「
レ
ベ

ル
ニ

地
震

動
」
を
「
レ
ベ

ル
1
地

震
動

」
、
「
レ
ベ

ル
2
地

震
動

」
に

修
正

　
［
宮

島
委

員
］

・
左

記
の

と
お

り
修

正
。

左
記

を
修

正
P
2
0

B
6
1

P
1
9

1
9
頁

下
8
行

 
6
行

：
枠

で
囲

ん
で

は
ど
う
か

．
　
［
宮

島
委

員
］

・
枠

囲
み

を
修

正
。

左
記

を
修

正
P
1
9

４
．
耐

震
化

対
策

の
検

討
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4
.1
 耐

震
化

対
策

の
概

要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
耐

震
化

対
策

の
体

系
等

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ
3
0

P
2
2

・
P
2
2
の

体
系

で
、
応

急
対

策
は

被
害

が
起

き
た

後
の

対
応

で
あ

り
、
そ

れ
ら
を
ま
と
め

て
「
耐

震
化

対
策

」
と
す

る
の

は
分

か
り
に

く
い

た
め

、
名

称
を
検

討
す

る
。
[岡

部
委

員
]

・
以

下
の

よ
う
に

修
正

す
る
。

　
　
・
「
耐

震
化

対
策

」
→

「
地

震
対

策
」

　
　
・
「
水

道
施

設
耐

震
化

」
→

「
耐

震
化

対
策

」

左
記

を
修

正
P
2
2

Ａ
3
1

P
2
2

等
・
P
2
2
に

示
す

よ
う
な

対
策

等
を
全

て
行

う
必

要
は

な
い

こ
と
に

つ
い

て
、
適

宜
指

針
の

中
に

入
れ

る
。
[岡

部
委

員
]

・
左

記
の

と
お

り
、
対

策
等

を
全

て
行

う
必

要
は

な
い

こ
と
を
、

適
宜

指
針

の
中

に
記

述
す

る
。
（
今

回
資

料
の

本
指

針
の

利
用

に
あ

た
っ
て

、
P
4
,P
9
,P
2
1
,P
2
3
の

５
箇

所
で

記
入

）

－
－

B
6
2

P
2
2

等

「
耐

震
化

対
策

」
と
い

う
言

葉
が

，
ハ

ー
ド
対

策
だ

け
を
指

す
場

合
と
ハ

ー
ド
＋

ソ
フ
ト
対

策
を

指
す

場
合

が
混

在
し
て

い
る
．
例

え
ば

，
p
.1
8
下

6
行

で
は

、
「
耐

震
化

対
策

と
応

急
対

策
」
と
し

て
お

り
、
p
.1
9
図

4
も
同

様
で

あ
る
の

に
対

し
，
p
.2
2
図

5
で

は
耐

震
化

対
策

＝
耐

震
化

＋
応

急
対

策
と
な

っ
て

い
る
．
こ
こ
を
整

理
し
な

い
と
混

乱
を
招

く
元

と
な

り
ま
す

．
岡

部
委

員
の

指
摘

も
こ
こ
に

起
因

し
て

い
ま
す

．
「
耐

震
化

」
「
耐

震
化

対
策

」
「
耐

震
化

計
画

」
「
応

急
対

応
」
な

ど
の

用
語

の
整

理
が

必
要

だ
と
思

い
ま
す

．
［
宮

島
委

員
］

・
（
Ａ
３
０
と
同

じ
）

・
「
応

急
対

応
」
、
「
応

急
対

策
」
→

「
応

急
対

策
」
に

統
一

。
・
「
耐

震
化

」
「
耐

震
化

対
策

」
「
耐

震
化

計
画

」
の

用
語

の
使

い
方

を
再

検
討

す
る
。

全
体

－

B
6
3

P
2
1

～ P
2
2

●
　
P
2
1
～

P
2
2
　
4
.1
.1
　
耐

震
化

対
策

の
分

類
、
図

5
　
耐

震
化

対
策

の
体

系
　
・
「
水

道
施

設
の

耐
震

化
」
と
「
災

害
時

の
対

策
」
に

分
け

て
示

し
た

方
が

よ
い

。
　
・
図

5
　
耐

震
化

対
策

の
体

系
　
も
同

様
に

「
災

害
対

策
」
と
し
て

上
の

二
つ

を
ま
と
め

る
。

［
岡

部
委

員
］

・
左

記
の

と
お

り
、
２
つ

に
分

け
て

示
す

。
・
こ
の

２
つ

は
、
Ａ
３
０
に

示
す

よ
う
に

、
「
地

震
対

策
」
と
し
て

ま
と
め

る
。

左
記

を
修

正
P
2
1
～

P
2
2

B
6
4

P
2
2

（
内

容
）
 図

５
（
意

見
）
 応

急
給

水
の

充
実

で
は

な
く
応

急
給

水
の

迅
速

化
で

良
い

の
で

は
（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
応

急
復

旧
は

基
本

的
に

期
間

の
み

を
目

標
と
し
て

お
り
、
対

策
名

を
「
復

旧
の

迅
速

化
」
と
し
て

い
る
が

、
応

急
給

水
は

期
間

と
と
も
に

、
水

量
や

水
運

搬
距

離
を
目

標
と
し
て

い
る
た

め
、
対

策
名

は
「
応

急
給

水
の

迅
速

化
」
で

は
な

く
、
従

来
ど

お
り
、
「
応

急
給

水
の

充
実

」
と
す

る
。

－
－

B
6
5

P
2
2

●
　
P
2
2
　
図

5
の

注
釈

2
番

目
・
P
7
の

コ
メ
ン
ト
に

同
じ
。
（
Ｂ
２
６
と
同

じ
）

「
※

耐
震

化
対

策
は

本
図

を
基

本
と
す

る
が

」
を
削

除
す

る
。
　
［
岡

部
委

員
］

・
（
Ｂ
２
６
と
同

じ
）

－
－

（耐
震

化
対

策
の

選
定

の
考

え
方

）

Ａ
3
2

P
2
3

・
P
2
3
の

応
急

復
旧

は
水

道
事

業
者

が
行

い
、
応

急
給

水
は

応
援

事
業

体
等

が
行

う
の

で
少

し
他

動
型

で
あ

る
よ
う
な

説
明

に
す

る
。
[岡

部
委

員
]

・
応

急
給

水
は

他
動

型
で

あ
る
こ
と
を
記

述
す

る
。

左
記

を
記

述
P
2
3

1
6



検
討

会
意

見
メ
ー

ル
意

見
事

務
局

再
検

討
内

容
ペ

ー
ジ

表
　
第

２
回

検
討

会
に

お
け

る
意

見
の

反
映

等
に

つ
い

て

目
次

ペ
ー

ジ
意

見
等

対
応

(※
P
は

第
２
回

検
討

会
資

料
-
4
(1
)の

ペ
ー

ジ
を
示

す
)

指
針

へ
の

反
映

番
号

Ａ
3
3

P
2
3

・
P
2
3
の

ト
ー

タ
ル

で
バ

ラ
ン
ス

の
と
れ

た
形

で
耐

震
化

・
・
・
、
ハ

ー
ド
対

策
と
ソ
フ
ト
対

策
を
組

み
合

わ
せ

て
必

要
な

対
策

を
選

定
す

る
・
・
・
と
す

る
と
、
耐

震
化

の
代

わ
り
に

応
急

給
水

で
良

い
と
読

み
間

違
わ

れ
る
恐

れ
が

あ
る
た

め
、
耐

震
化

を
し
っ
か

り
や

り
、
で

き
な

い
部

分
に

つ
い

て
は

応
急

給
水

等
で

対
応

す
る
と
い

う
説

明
に

す
る
。
[岡

部
委

員
]

・
大

規
模

地
震

等
に

お
い

て
、
安

定
し
た

給
水

を
行

う
た

め
に

は
、
耐

震
化

（
対

策
）
に

よ
り
対

応
す

る
必

要
が

あ
る
が

、
そ

の
達

成
に

は
長

期
間

を
要

す
る
た

め
、
そ

れ
ま
で

の
措

置
と
し
て

応
急

対
策

で
対

応
す

る
、
旨

を
記

述
す

る
。
（
Ａ
１
３
と
同

じ
）

－
－

B
6
6

P
2
3

●
　
P
2
3
　
4
.1
.2
耐

震
化

対
策

の
選

定
の

考
え

方
　
前

半
・
応

急
給

水
の

充
実

に
つ

い
て

は
除

外
す

べ
き
で

あ
る
。

応
急

給
水

は
状

況
に

鑑
み

や
む

を
得

ず
行

う
性

質
の

も
の

で
水

道
事

業
者

が
そ

れ
に

い
た

ず
ら
に

注
力

す
べ

き
も
の

で
は

な
い

。
他

の
選

択
肢

と
同

列
に

考
え

る
も
の

で
は

な
い

。
あ

え
て

記
述

す
る
な

ら
ば

、
「
断

水
期

間
中

は
応

急
給

水
が

必
要

で
あ

る
が

、
生

活
用

水
の

確
保

は
管

路
に

よ
る
給

水
が

必
要

で
あ

り
、
応

急
給

水
は

市
長

部
局

等
と
連

携
を
密

に
し
て

、
水

道
事

業
者

の
人

的
な

リ
ソ
ー

ス
は

極
力

復
旧

に
注

が
れ

る
べ

き
で

あ
る
。
」
　
［
岡

部
委

員
］

・
（
Ａ
１
３
と
同

じ
）

－
－

B
6
7

P
2
3

●
　
P
2
3
　
4
.1
.2
耐

震
化

対
策

の
選

定
の

考
え

方
　
後

半
・
「
各

々
の

重
要

度
、
地

震
被

害
リ
ス

ク
の

大
き
さ
が

異
な

る
こ
と
・
・
・
ト
ー

タ
ル

で
バ

ラ
ン
ス

の
取

れ
た

形
で

・
・
・
」
と
あ

る
が

、
水

道
施

設
の

耐
震

化
と
応

急
給

水
は

別
の

話
で

あ
る
。

・
給

水
車

を
用

意
す

れ
ば

耐
震

化
を
し
な

く
て

も
い

い
よ
う
に

も
取

ら
れ

か
ね

な
い

。
・
ま
ず

水
道

施
設

の
耐

震
化

が
主

体
で

あ
る
こ
と
を
明

確
に

示
し
、
耐

震
化

が
で

き
る
ま
で

の
対

策
と
し
て

、
応

急
給

水
な

ど
は

必
要

で
あ

る
が

、
「
耐

震
化

」
か

「
応

急
給

水
」
の

選
択

で
は

な
い

。
・
耐

震
化

が
進

む
ま
で

は
、
「
ソ
フ
ト
対

策
」
も
重

要
で

あ
る
が

、
現

在
の

書
き
方

で
は

誤
解

を
招

く
の

で
、
修

正
が

必
要

と
考

え
る
。
　
［
岡

部
委

員
］

・
（
Ａ
１
３
と
同

じ
）

－
－

4
.2
 被

害
発

生
の

抑
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4
.2
.1
 施

設
の

耐
震

化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（施
設

の
耐

震
化

の
基

本
的

事
項

）

B
6
8

P
2
4

●
　
P
2
4
　
4
.2
.1
施

設
の

耐
震

化
　
（
P
1
0
～

P
1
1
　
2
.1
　
施

設
の

被
害

想
定

　
と
同

じ
）

　
　
基

本
的

な
事

項
と
し
て

は
下

記
の

よ
う
な

項
目

が
必

要
と
考

え
ら
れ

る
。

　
・
管

路
の

詳
細

な
被

害
想

定
は

、
基

本
は

「
水

道
施

設
耐

震
工

法
指

針
・
解

説
」
に

従
う
旨

を
記

載
す

る
必

要
が

あ
る
。

　
・
次

に
設

備
と
し
て

の
耐

震
診

断
（
破

損
、
転

倒
、
横

ず
れ

な
ど
）
を
検

討
す

る
。

　
・
地

盤
等

の
崩

落
の

可
能

性
確

認
　
・
構

造
物

と
構

造
物

・
管

路
と
の

取
り
合

い
部

の
耐

震
性

の
確

認
　
・
液

状
化

に
よ
る
影

響
確

認
（
浮

上
、
傾

き
、
砂

の
流

入
）

　
・
停

電
の

可
能

性
確

認
（
停

止
期

間
、
自

家
発

電
機

、
燃

料
な

ど
）

　
・
施

設
停

止
時

の
影

響
度

の
確

認
　
・
二

次
災

害
の

可
能

性
確

認
　
・
代

替
施

設
の

有
無

の
確

認
　
な

ど
　
［
岡

部
委

員
］

･左
記

を
踏

ま
え

る
が

、
原

案
に

お
い

て
概

ね
記

述
。

－
－

(文
章

表
現

等
の

修
正

)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

B
6
9

P
2
5

2
5
頁

下
4
行

：
枠

の
中

に
入

れ
る
．
　
［
宮

島
委

員
］

・
左

記
の

と
お

り
修

正
。

－
－

1
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検
討

会
意

見
メ
ー

ル
意

見
事

務
局

再
検

討
内

容
ペ

ー
ジ

表
　
第

２
回

検
討

会
に

お
け

る
意

見
の

反
映

等
に

つ
い

て

目
次

ペ
ー

ジ
意

見
等

対
応

(※
P
は

第
２
回

検
討

会
資

料
-
4
(1
)の

ペ
ー

ジ
を
示

す
)

指
針

へ
の

反
映

番
号

4
.2
.2
 管

路
の

耐
震

化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（管
路

の
耐

震
化

の
基

本
的

事
項

）

B
7
0

P
2
5

･左
記

の
①

を
踏

ま
え

て
、
以

下
に

つ
い

て
内

容
を
充

実
す

る
。

　
　
・
管

路
と
構

造
物

、
伏

せ
越

し
な

ど
の

耐
震

性
の

強
化

･左
記

の
②

に
関

し
て

、
優

先
度

に
つ

い
て

は
、
他

の
章

で
説

明
し
こ
こ
で

は
触

れ
な

い
こ
と
と
し
、
以

下
の

よ
う
に

修
正

す
る
。

・
鋳

鉄
管

、
石

綿
セ

メ
ン
ト
管

、
硬

質
塩

化
ビ
ニ

ル
管

（
T
S
継

手
）
等

の
地

震
に

よ
る
被

害
が

多
い

管
種

・
継

手
を
中

心
と
し

て
、
耐

震
性

の
低

い
管

路
を
耐

震
性

の
高

い
管

路
に

更
新

す
る
旨

を
記

述
す

る
。

・
管

路
と
構

造
物

、
伏

せ
越

し
な

ど
の

耐
震

性
の

強
化

を
追

記
。

・
鋳

鉄
管

、
石

綿
セ

メ
ン
ト
等

の
地

震
に

よ
る
被

害
が

多
い

管
種

・
継

手
を
中

心
と
し
て

、
耐

震
性

の
低

い
管

路
を
耐

震
性

の
高

い
管

路
に

更
新

す
る
旨

を
記

述
す

る
。

P
2
6

P
2
6

（重
要

給
水

施
設

へ
の

管
路

を
優

先
し
た

耐
震

化
）

Ａ
3
4

P
2
6

・
P
2
6
の

管
路

の
耐

震
化

で
、
虫

食
い

的
な

耐
震

化
は

良
く
な

く
、
重

要
給

水
拠

点
に

供
給

す
る
等

、
災

害
時

に
も
水

を
供

給
す

る
た

め
の

管
路

の
耐

震
化

を
検

討
す

る
旨

を
記

述
す

る
。

「
重

要
度

の
高

い
基

幹
管

路
等

お
よ
び

・
・
・
・
」
と
並

列
に

記
述

さ
れ

る
と
分

か
り
に

く
い

。
[岡

部
委

員
]

・
重

要
給

水
施

設
に

供
給

す
る
管

路
等

を
優

先
し
た

耐
震

化
す

る
こ
と
に

つ
い

て
は

、
今

回
指

針
の

本
指

針
の

利
用

に
あ

た
っ
て

、
P
4
,P
3
6
,P
3
の

４
箇

所
で

説
明

し
て

お
り
、
こ
の

項
は

技
術

的
な

面
か

ら
耐

震
化

を
記

述
す

る
こ
と
を
基

本
と
し
、
こ

こ
で

は
含

め
な

い
。

－
－

●
　
P
2
5
　
4
.2
.2
　
管

路
の

耐
震

化
（
P
1
3
　
2
.2
.1
　
管

路
の

被
害

想
定

　
と
同

じ
）

　
①

基
本

的
な

事
項

と
し
て

は
下

記
の

よ
う
な

項
目

が
必

要
と
考

え
ら
れ

る
。

　
・
管

路
の

耐
震

診
断

は
、
基

本
は

「
水

道
施

設
の

技
術

的
基

準
を
定

め
る
省

令
」
「
水

道
施

設
耐

震
工

法
指

針
・
解

説
」
な

ど
に

従
う
旨

を
記

載
す

る
。

　
・
次

に
附

属
設

備
と
し
て

の
耐

震
診

断
（
空

気
弁

、
消

火
栓

、
バ

ル
ブ
、
弁

室
な

ど
）
を
行

う
。

　
　
（
年

代
や

型
式

程
度

か
ら
の

判
定

し
か

で
き
な

い
）

　
・
地

盤
等

の
崩

落
の

可
能

性
確

認
　
・
管

路
と
構

造
物

、
伏

せ
越

な
ど
管

路
と
管

路
の

取
り
合

い
部

の
耐

震
性

の
確

認
　
　
（
可

と
う
管

の
有

無
、
限

界
値

の
確

認
な

ど
）

　
・
液

状
化

に
よ
る
影

響
確

認
（
浮

上
、
破

損
な

ど
）

　
・
断

水
時

の
影

響
度

の
確

認
　
・
二

次
災

害
の

可
能

性
確

認
　
・
代

替
管

路
の

有
無

の
確

認
　
な

ど
　
②

　
1
)管

路
（
埋

設
管

路
）
の

耐
震

化
P
6
＜

当
面

優
先

し
て

実
施

す
る
耐

震
化

対
策

（
例

）
＞

と
同

じ
。

　
・
管

路
の

耐
震

化
の

目
的

は
震

災
時

に
も
水

を
供

給
す

る
こ
と
が

第
一

で
あ

る
こ
と
か

ら
、
例

え
ば

重
要

給
水

拠
点

へ
供

給
す

る
管

路
の

中
で

基
幹

管
路

、
老

朽
化

し
た

管
路

、
復

旧
困

難
な

管
路

を
優

先
す

る
な

ど
耐

震
化

の
効

率
化

を
図

っ
て

管
路

を
耐

震
化

す
る
。

　
[解

説
]

新
水

道
ビ
ジ

ョ
ン
で

は
、
「
重

点
的

な
実

現
方

策
」
の

中
で

「
当

面
の

目
標

と
し
て

、
優

先
的

に
重

要
な

給
水

施
設

（
病

院
、
避

難
所

な
ど
）
を
あ

ら
か

じ
め

設
定

の
上

、
当

該
施

設
へ

の
供

給
ラ
イ
ン
に

つ
い

て
早

期
の

耐
震

化
を
。
」
と
し
て

い
る
。
以

下
に

優
先

し
て

耐
震

化
す

る
事

例
を

示
す

。
・
基

幹
管

路
・
重

要
給

水
施

設
に

供
給

す
る
管

路
（
病

院
、
避

難
所

な
ど
）

・
老

朽
管

路
（
鋳

鉄
管

、
石

綿
セ

メ
ン
ト
管

、
硬

質
塩

化
ビ
ニ

ル
管

（
T
S
継

手
）
）

・
復

旧
困

難
管

路
（
伏

せ
越

部
、
商

店
街

な
ど
）

・
緊

急
輸

送
道

路
下

の
管

路
（
追

加
）

・
液

状
化

地
域

の
管

路
（
追

加
）
　
な

ど
・
「
耐

震
性

の
低

い
管

路
・
・
・
・
・
・
。
」
は

削
除

。
　
［
岡

部
委

員
］

1
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検
討

会
意

見
メ
ー

ル
意

見
事

務
局

再
検

討
内

容
ペ

ー
ジ

表
　
第

２
回

検
討

会
に

お
け

る
意

見
の

反
映

等
に

つ
い

て

目
次

ペ
ー

ジ
意

見
等

対
応

(※
P
は

第
２
回

検
討

会
資

料
-
4
(1
)の

ペ
ー

ジ
を
示

す
)

指
針

へ
の

反
映

番
号

（
耐

震
化

対
策

の
整

備
順

序
）
　
　
　
　
　
　

B
7
1

P
2
5

等

4
.2
.2
、
5
.1
で

多
少

触
れ

ら
れ

て
は

い
ま
す

が
耐

震
化

（
ハ

ー
ド
面

）
の

手
順

に
つ

い
て

説
明

が
あ

れ
ば

と
思

い
ま
す

。
財

政
規

模
の

小
さ
な

事
業

体
（
柏

崎
市

も
同

様
）
で

は
限

ら
れ

た
予

算
の

中
で

順
番

に
施

設
、

管
路

の
耐

震
化

を
進

め
て

い
ま
す

。
並

行
し
て

耐
震

化
事

業
を
進

め
ら
れ

れ
ば

良
い

の
で

す
が

、
現

実
的

に
は

無
理

で
す

。
こ
の

場
合

、
そ

の
順

番
が

施
設

・
管

路
の

各
担

当
課

で
争

点
と

な
り
ま
す

。
こ
れ

に
ダ

ウ
ン
サ

イ
ジ

ン
グ

や
廃

止
管

、
廃

止
施

設
、
老

朽
管

更
新

が
絡

み
合

う
と
さ
ら
に

複
雑

と
な

り
ま
す

。
一

概
に

は
言

え
な

い
こ
と
は

重
々

承
知

し
て

い
る
の

で
す

が
、
4
.2
被

害
発

生
の

抑
制

は
並

列
的

に
記

載
さ
れ

て
い

る
の

で
、
耐

震
化

計
画

策
定

事
例

の
中

で
基

本
的

な
更

新
手

順
に

つ
い

て
の

原
理

原
則

に
触

れ
て

い
た

だ
き
た

い
。
上

流
側

か
ら
な

の
か

？
配

水
池

か
ら
な

の
か

？
管

路
か

浄
水

施
設

か
？

大
口

径
か

重
要

度
か

？
そ

れ
と
も
各

事
業

所
で

考
え

ろ
！

な
の

か
？

等
々

、
P
3
5
　
5
.1
で

は
優

先
度

の
設

定
の

際
は

、
・
・
・
・
重

要
給

水
施

設
・
・
・
早

期
の

耐
震

化
を
基

本
と
す

る
。
と
な

っ
て

い
ま
す

。
水

道
シ

ス
テ
ム

と
し
て

の
重

要
度

か
ら
と
考

え
て

い
ま
す

が
、
中

小
事

業
所

が
タ
ー

ゲ
ッ
ト
で

あ
れ

ば
事

例
で

耐
震

化
手

順
を
示

す
と
大

変
参

考
に

な
る
と
考

え
ま
す

。
　
［
佐

藤
委

員
］

・
耐

震
化

の
整

備
順

序
例

に
つ

い
て

、
「
5
.1
 ２

）
耐

震
化

対
策

の
優

先
度

・
範

囲
の

検
討

」
お

よ
び

計
画

策
定

事
例

で
記

述
す

る
。

左
記

を
記

述
P
3
6

（中
山

間
地

域
の

耐
震

化
に

つ
い

て
）

B
7
2

P
2
6

（
内

容
）
 中

山
間

地
域

の
耐

震
化

（
意

見
）
 延

長
の

長
い

管
路

の
選

択
に

は
、
応

急
給

水
で

対
応

す
る
こ
と
も
あ

る
の

で
は

（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
中

山
間

地
域

に
お

け
る
孤

立
に

備
え

た
応

急
給

水
に

つ
い

て
、
P
3
2
の

「
4
.5
.1
 ３

）
拠

点
給

水
施

設
の

整
備

」
に

お
い

て
記

述
。

－
－

（管
路

付
属

設
備

の
耐

震
化

）　
　

B
7
3

P
2
6

●
　
P
2
5
　
4
.2
.2
　
管

路
の

耐
震

化
　
２
）
管

路
付

属
設

備
の

耐
震

化
「
管

路
付

属
設

備
の

う
ち
耐

震
性

の
低

い
空

気
弁

な
ど
更

新
が

可
能

な
も
の

は
早

期
に

更
新

を
行

い
、
更

新
で

き
な

い
も
の

は
管

路
の

更
新

に
合

わ
せ

て
更

新
、
あ

る
い

は
補

強
に

よ
り
耐

震
化

を
図

る
。
」
　
［
岡

部
委

員
］

・
左

記
を
踏

ま
え

、
管

路
付

属
設

備
自

体
の

更
新

に
つ

い
て

追
記

す
る
。

左
記

を
記

述
P
2
6

（水
管

橋
等

の
杭

基
礎

の
耐

震
化

）
Ａ
3
5

P
2
6

・
水

管
橋

等
の

杭
基

礎
の

耐
震

化
は

、
施

工
が

大
変

で
費

用
が

高
い

。
ま
た

診
断

で
は

耐
震

性
が

低
く
な

っ
て

も
、
実

際
の

地
震

で
は

壊
れ

て
い

な
い

。
道

路
事

業
者

等
も
あ

ま
り
行

っ
て

お
ら
ず

、
こ
れ

を
明

記
す

る
の

は
ど
う
か

。
[田

中
委

員
]

・
杭

基
礎

の
耐

震
化

を
行

う
事

例
は

あ
る
た

め
、
杭

基
礎

の
耐

震
化

に
つ

い
て

原
案

通
り
記

述
す

る
。

－
－

4
.3
 影

響
の

最
少

化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(文
章

表
現

等
の

修
正

)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

B
7
4

P
2
7

P
2
7
　
4
.3
影

響
の

最
少

化
⇒

影
響

の
最

小
化

　
維

持
管

理
指

針
は

少
で

は
な

く
小

で
す

。
［
佐

藤
委

員
］

・
左

記
の

と
お

り
修

正
。

左
記

を
修

正
P
2
7

（耐
震

化
対

策
の

整
備

順
序

）
・
（
Ｂ
７
１
と
同

じ
）

－
－

B
7
5

P
2
7

～
2
9

影
響

の
最

小
化

に
つ

い
て

も
4
.2
と
同

様
で

す
。
特

に
4
.2
.1
、
4
.3
.2
の

進
め

方
の

事
例

紹
介

が
有

れ
ば

と
思

い
ま
す

。
　
［
佐

藤
委

員
］

1
9



検
討

会
意

見
メ
ー

ル
意

見
事

務
局

再
検

討
内

容
ペ

ー
ジ

表
　
第

２
回

検
討

会
に

お
け

る
意

見
の

反
映

等
に

つ
い

て

目
次

ペ
ー

ジ
意

見
等

対
応

(※
P
は

第
２
回

検
討

会
資

料
-
4
(1
)の

ペ
ー

ジ
を
示

す
)

指
針

へ
の

反
映

番
号

4
.3
.3
 給

水
の

継
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（自
家

発
電

設
備

燃
料

等
の

確
保

）
・
P
2
8
の

自
家

発
電

設
備

燃
料

等
の

確
保

に
つ

い
て

定
性

的
で

は
な

く
、
定

量
的

に
書

け
な

い
か

。
[高

橋
委

員
]

－
－

→
停

電
期

間
等

に
よ
る
が

、
従

来
は

１
日

程
度

で
あ

っ
た

が
、
東

日
本

大
震

災
で

は
長

く
て

対
応

で
き
な

か
っ
た

。
[宮

島
委

員
]

→
水

道
施

設
設

計
指

針
の

作
成

の
際

、
山

間
部

で
大

き
な

タ
ン
ク
を
作

れ
な

い
な

ど
が

あ
り
、

定
量

的
に

は
書

け
な

か
っ
た

。
[木

村
委

員
]

4
.3
.4
 二

次
災

害
の

防
止

等
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
消

防
部

局
と
の

調
整

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ
3
7

P
2
9

・
消

火
用

水
と
応

急
給

水
を
併

用
し
て

い
る
タ
ン
ク
が

あ
り
、
そ

の
貯

水
を
災

害
時

に
ど
の

よ
う

に
使

う
か

に
つ

い
て

消
防

と
の

調
整

が
必

要
に

な
る
の

で
消

防
に

つ
い

て
も
記

述
す

る
。
[鍬

田
委

員
]

・
タ
ン
ク
の

水
使

用
に

つ
い

て
消

防
と
の

調
整

が
必

要
に

な
る

旨
記

述
す

る
。

左
記

を
記

述
P
2
9

B
7
6

P
2
9

（
内

容
）
 消

火
用

水
（
意

見
）
 消

防
部

局
と
は

断
水

可
能

範
囲

に
つ

い
て

も
知

ら
せ

て
お

く
必

要
が

あ
る
の

で
は

な
い

か
（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
断

水
可

能
範

囲
に

つ
い

て
消

防
部

局
と
協

議
・
調

整
す

る
旨

を
追

記
。

左
記

を
記

述
P
2
9

4
.4
 復

旧
の

迅
速

化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4
.4
.2
 情

報
管

理
設

備
の

整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（情
報

管
理

シ
ス
テ
ム

等
の

整
備

）

B
7
7

P
3
0

（
内

容
）
 情

報
管

理
シ

ス
テ
ム

の
整

備
（
意

見
）
 小

規
模

で
な

く
て

も
必

要
な

こ
と
で

は
な

い
か

（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
下

２
行

を
削

除
す

る
左

記
を
削

除
P
3
0

B
7
8

P
3
0

P
3
0
　
4
.4
.2
　
情

報
管

理
等

の
整

備
で

紙
ベ

ー
ス

の
も
の

・
・
・
に

、
縮

尺
1
万

分
の

1
、
2
5
0
0
～

3
0
0
0
分

の
1
等

　
耐

震
化

が
・
・
・
複

数
個

所
に

分
け

て
保

管
す

る
の

が
望

ま
し
い

。
と
い

う
様

な
記

載
は

ど
う
で

し
ょ
う
か

。
他

県
は

分
か

り
ま
せ

ん
が

、
新

潟
県

支
部

の
応

援
要

項
で

は
紙

ベ
ー

ス
で

給
水

区
域

全
図

（
1
/
1
0
0
0
0
）
を
必

要
枚

数
印

刷
保

管
す

る
こ
と
と
な

っ
て

い
ま
す

。
特

に
1
/
1
0
0
0
0
図

面
は

被
災

地
域

の
水

道
シ

ス
テ
ム

を
把

握
す

る
た

め
非

常
に

役
立

ち
ま

す
。
そ

の
他

、
詳

細
図

（
1
/
2
5
0
0
程

度
）
、
詳

細
図

（
1
/
5
0
0
）
図

面
は

印
刷

が
困

難
な

場
合

は
マ

ッ
ピ
ン
グ

シ
ス

テ
ム

の
バ

ッ
ク
ア

ッ
プ
を
考

慮
す

る
こ
と
に

な
っ
て

い
ま
す

。
柏

崎
市

で
は

3
カ

所
で

デ
ー

タ
を
持

っ
て

い
ま
す

。
中

越
沖

地
震

で
は

詳
細

図
（
1
/
5
0
0
）
を
そ

の
瞬

間
に

印
刷

し
て

い
ま
し
た

。
住

宅
地

図
も
外

部
か

ら
来

る
人

に
は

重
要

で
す

。
相

当
数

複
数

冊
必

要
で

す
。

余
談

で
す

が
柏

崎
で

は
重

要
な

基
幹

管
路

等
重

要
な

バ
ル

ブ
の

台
帳

に
は

住
所

が
記

載
さ

れ
て

お
り
、
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン
で

外
部

の
人

で
も
近

く
に
辿

り
着

け
ま
す

。
今

後
は

ナ
ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン
が

活
用

さ
れ

る
と
考

え
て

い
ま
す

。
　
［
佐

藤
委

員
］

・
図

面
は

水
道

施
設

全
体

を
把

握
す

る
図

面
(縮

尺
：

1
/
1
0
0
0
0
)、

管
路

復
旧

工
事

に
使

用
す

る
図

面
（
縮

尺
：

1
/
5
0
0
～

1
/
2
5
0
0
程

度
）
を
用

意
す

る
旨

追
記

す
る
。

左
記

を
追

記
P
3
0

（監
視

制
御

設
備

の
拡

充
）

B
7
9

P
3
0

（
内

容
）
 監

視
制

御
設

備
の

拡
充

（
意

見
）
 小

規
模

で
な

く
て

も
施

設
の

点
在

は
あ

る
が

（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
以

下
の

よ
う
に

変
更

「
中

山
間

地
域

の
小

規
模

水
道

事
業

者
」
→

「
中

山
間

地
域

の
水

道
施

設
」

「
監

視
制

御
設

備
の

拡
充

が
必

要
で

あ
る
。
」
→

「
監

視
制

御
設

備
の

拡
充

が
特

に
必

要
で

あ
る
。
」

左
記

を
追

記
P
3
0

・
現

資
料

と
同

様
に

、
自

家
発

電
設

備
燃

料
等

の
確

保
量

は
定

性
的

に
表

現
す

る
。

Ａ
3
6

P
2
8

2
0



検
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表
　
第

２
回

検
討

会
に

お
け

る
意

見
の

反
映

等
に

つ
い

て

目
次

ペ
ー

ジ
意

見
等

対
応

(※
P
は

第
２
回

検
討

会
資

料
-
4
(1
)の

ペ
ー

ジ
を
示

す
)

指
針

へ
の

反
映

番
号

4.
4.
3 
応

急
復

旧
体

制
の

整
備

（施
設

の
復

旧
体

制
）

・
施

設
に

つ
い

て
も
、
管

路
と
同

様
に

、
簡

易
診

断
等

に
基

づ
き
、
傾

斜
板

の
脱

落
や

目
地

の
破

損
等

の
構

造
物

の
被

害
に

対
し
て

施
工

業
者

の
協

力
を
得

る
等

の
復

旧
体

制
に

つ
い

て
記

述
し
た

方
が

よ
い

。
[木

村
委

員
]

・
左

記
の

施
設

の
復

旧
体

制
に

つ
い

て
記

述
す

る
。

左
記

を
記

述
P
3
1

→
そ

の
旨

を
修

正
す

る
。
［
事

務
局

］

（液
状

化
に

よ
る
甚

大
被

害
へ

の
対

応
）

・
東

日
本

大
震

災
で

液
状

化
等

で
甚

大
な

被
害

を
受

け
た

管
路

等
に

つ
い

て
は

、
１
箇

所
ず

づ
復

旧
す

る
よ
り
、
仮

設
配

管
で

復
旧

し
た

方
が

良
い

等
、
復

旧
の

考
え

方
が

変
わ

っ
た

感
じ

が
す

る
。
こ
の

指
針

と
は

別
か

も
し
れ

な
い

が
、
ど
の

よ
う
に

復
旧

す
べ

き
か

を
示

す
こ
と
も
考

え
ら
れ

る
。
[鍬

田
委

員
]

左
記

を
記

述
P
2
8

・
液

状
化

に
対

す
る
バ

ル
ブ
の

適
正

配
置

を
入

れ
る
。
[鍬

田
委

員
]

→
そ

の
旨

、
追

記
す

る
。
[事

務
局

]

（復
旧

資
機

材
の

確
保

）

B
8
0

P
3
1

（
内

容
）
 復

旧
資

機
材

の
確

保
（
意

見
）
 水

道
事

業
者

に
よ
っ
て

仕
切

弁
・
消

火
栓

な
ど
属

具
の

開
閉

方
向

の
違

い
が

あ
る
こ

と
が

あ
る
こ
と
か

ら
注

意
す

る
旨

を
記

載
す

る
（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
左

記
を
踏

ま
え

、
仕

切
弁

・
消

火
栓

な
ど
の

開
閉

方
向

や
バ

ル
ブ
キ

ー
の

形
状

に
違

い
が

あ
る
こ
と
に

注
意

す
る
旨

追
記

す
る
。

左
記

を
記

述
P
3
1

4
.5
 応

急
給

水
の

充
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（応
急

給
水

に
お

け
る
自

衛
隊

等
の

協
力

）
・
応

急
給

水
等

に
関

す
る
関

係
機

関
･住

民
と
の

連
携

に
お

い
て

、
自

衛
隊

、
N
P
O
等

も
加

え
た

方
が

よ
い

。
[鍬

田
委

員
]

・
応

急
給

水
等

の
関

係
機

関
と
し
て

、
自

衛
隊

、
N
P
O
等

を
加

え
る
。

左
記

を
記

述
P
3
3

→
協

力
し
て

い
た

だ
け

る
と
こ
ろ
は

全
て

記
述

す
る
方

針
で

あ
り
、
自

衛
隊

等
も
含

め
る
。
［
事

務
局

］

B
8
1

P
3
3

3
3
頁

下
1
5
行

：
自

衛
隊

，
消

防
を
入

れ
る
．
　
［
宮

島
委

員
］

・
Ａ
４
０
に

加
え

、
消

防
部

局
を
加

え
る
。

左
記

を
記

述
P
3
3

4.
6 
危

機
管

理
体

制
の

強
化

（応
急

活
動

マ
ニ

ュ
ア
ル

等
）

C
8

・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
計

画
・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に

修
正

。
左

記
を
修

正
P
3
5
等

B
8
2

P
3
4

（
内

容
）
 応

急
活

動
マ

ニ
ュ
ア

ル
（
意

見
）
 B

C
M
と
の

違
い

は
（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
本

指
針

で
は

、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に

基
づ

い
て

応
急

対
策

の
具

体
的

な
活

動
を
明

記
し
た

も
の

を
応

急
活

動
マ

ニ
ュ
ア

ル
と
し
て

お
り
、

こ
の

名
称

は
「
地

震
等

緊
急

時
対

応
の

手
引

き
　
平

成
2
5
年

3
月

改
訂

　
 日

本
水

道
協

会
」
に

依
る
。

・
B
C
M
（
B
C
P
、
マ

ニ
ュ
ア

ル
の

P
D
C
A
の

必
要

性
）
を
示

す
。

左
記

を
記

述
P
3
5

Ａ
3
8

P
3
0

～
３
１

Ａ
3
9

P
2
8

・
大

規
模

の
液

状
化

被
害

に
対

す
る
バ

ル
ブ
の

適
正

配
置

の
対

策
を
記

述
す

る
。

Ａ
4
0

P
3
3

2
1



検
討

会
意

見
メ
ー

ル
意

見
事

務
局

再
検

討
内

容
ペ

ー
ジ

表
　
第

２
回

検
討

会
に

お
け

る
意

見
の

反
映

等
に

つ
い

て

目
次

ペ
ー

ジ
意

見
等

対
応

(※
P
は

第
２
回

検
討

会
資

料
-
4
(1
)の

ペ
ー

ジ
を
示

す
)

指
針

へ
の

反
映

番
号

５
．
耐

震
化

計
画

の
策

定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5
.1
 耐

震
化

計
画

の
策

定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
耐

震
化

対
策

の
整

備
順

序
）
　
　
　
　
　
　

Ａ
4
1

P
3
5

・
指

針
に

示
さ
れ

て
い

る
項

目
を
全

部
行

う
の

は
大

変
で

あ
る
の

で
、
順

序
を
示

し
て

ほ
し
い

。
［
佐

藤
委

員
］

・
耐

震
化

対
策

の
整

備
順

序
例

を
示

す
。

－
－

（
ア
セ

ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に

つ
い

て
）
　
　
　
　
　
　

B
8
3

P
3
5

●
　
P
3
5
　
5
.耐

震
化

計
画

の
策

定
　
・
ア

セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト
の

作
成

も
推

進
し
て

い
る
が

、
当

面
の

耐
震

化
計

画
を
策

定
す

る
に

は
、
財

源
の

確
保

は
必

要
で

あ
る
が

、
ア

セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト
は

必
須

で
は

な
い

。
　
・
全

体
計

画
と
し
て

は
整

合
性

が
必

要
で

あ
る
が

、
今

回
の

当
面

の
耐

震
化

計
画

を
作

成
し

て
い

た
だ

く
目

的
に

は
必

ず
し
も
必

要
な

い
の

で
、
下

記
、
文

章
を
5
「
.耐

震
化

計
画

の
策

定
」

の
下

の
文

章
の

続
き
に

記
載

で
き
な

い
か

。
　
　
「
た

だ
し
、
当

面
の

目
標

と
し
て

の
耐

震
化

計
画

を
策

定
す

る
場

合
に

は
、
下

記
内

容
の

う
ち
必

要
な

項
目

を
記

載
し
て

耐
震

化
計

画
を
策

定
す

る
。
」
　
［
岡

部
委

員
］

・
（
Ａ
１
４
と
同

じ
）

－
－

5
.2
 耐

震
化

の
た

め
の

財
源

の
確

保
　
　
　
　
　
　
　

B
8
4

P
3
6

（
内

容
）
 財

源
確

保
（
意

見
）
 防

災
関

係
の

制
度

を
示

し
て

は
（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
資

料
編

に
防

災
関

係
等

を
含

め
た

補
助

制
度

を
示

す
。

－
－

5
.3
 耐

震
化

の
効

果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
耐

震
化

の
効

果
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
耐

震
化

の
効

果
に

つ
い

て
「
定

量
的

に
評

価
す

る
」
と
記

述
し
て

い
る
が

、
評

価
は

難
し
い

た
め

、
「
評

価
す

る
こ
と
が

望
ま
し
い

」
の

よ
う
な

表
現

に
す

る
。
[田

中
委

員
]

左
記

を
記

述
P
3
8
～

P
3
9

→
1
0
年

で
も
大

し
た

更
新

延
長

に
な

ら
な

い
の

で
、
効

果
は

あ
ま
り
で

な
い

。
[高

橋
委

員
]

5.
4 
耐

震
化

の
推

進
に

向
け

て
の

留
意

事
項

（耐
震

化
の

推
進

に
向

け
て
の

留
意

事
項

）

Ａ
4
3

P
3
7

・
耐

震
化

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に

つ
い

て
も
記

述
す

べ
き
内

容
が

あ
れ

ば
含

め
る
。
[木

村
委

員
]

・
耐

震
化

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の

内
容

を
含

め
る
。

左
記

を
記

述
P
3
9

B
8
5

P
3
7

（
内

容
）
 技

術
者

の
養

成
（
意

見
）
 小

規
模

だ
け

の
こ
と
で

は
な

い
（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
「
小

規
模

水
道

事
業

者
等

に
お

い
て

」
→

「
日

本
の

水
道

技
術

を
将

来
に

わ
た

っ
て

継
承

す
る
に

あ
た

り
水

道
事

業
者

等
に

お
い

て
　
」
に

修
正

。

左
記

を
修

正
P
4
0

第
Ⅲ

部
　
水

道
施

設
の

水
害

対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（水
害

対
策

の
記

載
に

つ
い

て
） ・
高

濁
水

を
含

め
、
水

害
対

策
は

耐
震

化
で

は
な

い
が

、
災

害
対

策
と
し
て

参
考

で
付

い
て

い
る
と
い

う
こ
と
か

。
[高

橋
委

員
]

－
－

－

→
今

回
、
広

島
で

の
知

見
も
得

ら
れ

た
の

で
、
耐

震
化

で
は

な
い

が
、
参

考
情

報
と
し
て

付
け

て
い

る
。
[事

務
局

]

B
8
6

P
4
1

（
内

容
）
 応

急
対

策
（
意

見
）
 ２

）
薬

品
注

入
量

に
つ

い
て

過
去

の
事

例
を
参

考
に

す
る
と
良

い
こ
と
を
記

載
（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
左

記
を
踏

ま
え

、
薬

品
注

入
量

に
つ

い
て

は
、
過

去
の

事
例

を
参

考
と
し
た

り
、
高

濁
度

原
水

を
対

象
と
し
た

ジ
ャ
ー

テ
ス

ト
を
あ

ら
か

じ
め

行
っ
て

お
く
こ
と
を
追

記
す

る
。

左
記

を
記

述
P
4
7

Ａ
4
2

P
3
6

・
耐

震
化

の
効

果
を
定

量
的

に
評

価
す

る
こ
と
が

望
ま
し
い

旨
を
記

述
す

る
。

Ａ
4
4

P
3
8

～
4
1

2
2



検
討

会
意

見
メ
ー

ル
意

見
事

務
局

再
検

討
内

容
ペ

ー
ジ

表
　
第

２
回

検
討

会
に

お
け

る
意

見
の

反
映

等
に

つ
い

て

目
次

ペ
ー

ジ
意

見
等

対
応

(※
P
は

第
２
回

検
討

会
資

料
-
4
(1
)の

ペ
ー

ジ
を
示

す
)

指
針

へ
の

反
映

番
号

第
Ⅳ

部
　
水

道
施

設
の

津
波

対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
津

波
浸

水
高

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ
4
5

P
4
2

・
津

波
危

険
度

の
評

価
の

調
査

項
目

に
お

い
て

、
想

定
浸

水
区

域
だ

け
で

な
く
、
津

波
浸

水
高

さ
に

つ
い

て
も
入

れ
た

方
が

よ
い

。
[鍬

田
委

員
]

・
津

波
危

険
度

評
価

の
調

査
項

目
に

津
波

浸
水

高
さ
を
含

め
る
。

左
記

を
記

述
P
4
1

（
施

設
の

津
波

対
策

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

B
8
7

P
4
3

（
内

容
）
 施

設
の

津
波

対
策

（
意

見
）
 水

源
が

浅
井

戸
で

津
波

遡
上

域
が

広
範

囲
な

場
合

に
は

降
雨

に
よ
り
塩

分
濃

度
の

低
下

に
時

間
が

か
か

る
こ
と
か

ら
、
別

の
場

所
に

移
転

か
バ

ッ
ク
ア

ッ
プ
が

行
え

る
よ
う
に

す
る

こ
と
を
記

載
（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
左

記
に

つ
い

て
、
記

述
す

る
。

左
記

を
記

述
P
4
2

B
8
8

P
4
3

（
内

容
）
 施

設
の

津
波

対
策

（
意

見
）
 浸

水
区

域
の

ポ
ン
プ
場

を
移

設
し
シ

ス
テ
ム

の
変

更
を
検

討
す

る
こ
と
を
記

載
こ
こ
で

？
事

前
の

耐
津

波
対

策
は

補
助

と
し
て

認
め

ら
れ

て
い

ま
す

か
？

（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
左

記
に

つ
い

て
、
更

新
に

合
わ

せ
る
等

に
よ
り
、
ポ

ン
プ
場

を
移

設
す

る
こ
と
を
記

述
す

る
。

左
記

を
記

述
P
4
2

（
水

管
橋

の
推

進
工

法
に

よ
る
更

新
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
想

定
浸

水
地

域
内

に
お

け
る
水

管
橋

、
添

架
管

等
の

対
策

と
し
て

推
進

工
法

等
と
示

さ
れ

て
い

る
が

、
費

用
等

の
面

か
ら
可

能
か

?[
岡

部
委

員
]

－
－

→
考

え
方

と
し
て

は
良

い
が

、
で

き
る
か

ど
う
か

が
あ

る
。
[熊

木
委

員
]

→
水

管
橋

は
メ
ン
テ
が

し
易

い
が

、
推

進
管

は
メ
ン
テ
が

で
き
な

い
。
ま
た

ダ
ブ
ル

で
の

横
断

は
認

め
ら
れ

な
い

た
め

、
ど
ち
ら
か

一
方

し
か

布
設

で
き
な

い
。
[高

橋
委

員
]

→
水

管
橋

は
津

波
に

巻
き
込

ま
れ

て
壊

れ
る
の

か
。
[田

中
委

員
]

→
水

管
橋

は
津

波
の

浮
き
上

が
り
を
設

計
で

考
え

て
い

な
い

た
め

、
そ

れ
に

よ
り
壊

れ
る
こ
と

が
多

い
。
大

き
い

水
管

橋
は

伸
縮

可
撓

管
が

壊
れ

る
こ
と
が

多
い

。
[高

橋
委

員
]

→
指

針
と
し
て

は
こ
の

よ
う
な

記
述

内
容

で
良

い
。
[熊

木
委

員
]

□
計

画
策

定
事

例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（策
定

事
例

の
利

用
か

ら
み

た
構

成
）

・
策

定
事

例
で

労
力

を
あ

ま
り
か

け
ら
れ

な
い

事
業

体
は

、
こ
の

よ
う
に

す
れ

ば
ほ

ぼ
良

い
、
そ

う
で

な
い

事
業

体
は

こ
の

よ
う
に

す
る
等

に
分

け
て

方
向

付
け

を
示

す
。
[熊

木
委

員
]

→
策

定
事

例
は

、
そ

の
よ
う
な

構
成

で
作

成
す

る
。
[事

務
局

]

（
更

新
に

よ
る
耐

震
化

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

･建
設

年
代

を
基

に
更

新
す

る
際

に
耐

震
化

す
れ

ば
良

い
と
い

う
よ
う
な

簡
単

な
例

が
事

例
に

入
っ
て

い
れ

ば
、
中

小
事

業
体

に
と
っ
て

分
か

り
や

す
い

。
ま
た

、
高

み
を
目

指
す

事
業

体
に

は
別

の
対

策
を
示

す
よ
う
な

構
成

が
分

か
り
や

す
い

。
[田

中
委

員
]

･簡
単

な
事

例
と
し
て

、
建

設
年

代
を
基

に
更

新
し
耐

震
化

す
る
事

例
を
作

成
す

る
。

→
耐

用
年

数
を
過

ぎ
て

か
ら
更

新
し
、
そ

の
際

耐
震

化
す

る
の

が
水

道
事

業
体

の
一

般
的

な
耐

震
化

方
法

で
あ

る
。
[高

橋
委

員
]

Ａ
4
7

－
・
左

記
の

よ
う
に

、
事

業
体

の
労

力
に

応
じ
た

構
成

と
す

る
。

Ａ
4
6

P
4
4

－

Ａ
4
8

－

2
3



検
討

会
意

見
メ
ー

ル
意

見
事

務
局

再
検

討
内

容
ペ

ー
ジ

表
　
第

２
回

検
討

会
に

お
け

る
意

見
の

反
映

等
に

つ
い

て

目
次

ペ
ー

ジ
意

見
等

対
応

(※
P
は

第
２
回

検
討

会
資

料
-
4
(1
)の

ペ
ー

ジ
を
示

す
)

指
針

へ
の

反
映

番
号

（
作

成
方

針
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
マ

ニ
ュ
ア

ル
は

揃
っ
て

お
り
、
大

規
模

事
業

体
で

は
、
計

画
を
作

れ
て

い
る
た

め
、
指

針
で

は
中

小
事

業
体

用
に

短
期

の
簡

単
な

事
例

を
示

す
方

が
よ
い

。
[岡

部
委

員
]

・
策

定
事

例
は

最
も
簡

単
な

ケ
ー

ス
１
と
そ

れ
以

外
の

ケ
ー

ス
は

検
討

の
レ
ベ

ル
を
変

え
る
。

→
更

新
を
ベ

ー
ス

に
し
た

も
の

で
良

い
。
[田

中
委

員
]

・
事

業
体

が
自

ら
作

成
で

き
る
レ
ベ

ル
の

も
の

と
す

る
。

→
最

初
に

「
事

例
に

比
較

的
簡

便
な

方
法

を
示

し
た

の
で

是
非

参
考

に
さ
れ

た
い

」
等

の
説

明
を
入

れ
る
。
[岡

部
委

員
]

・
ま
た

徐
々

に
拡

充
し
て

い
く
こ
と
が

で
き
る
旨

を
示

す
。

→
耐

震
化

計
画

の
な

い
事

業
体

は
、
簡

単
な

耐
震

化
計

画
を
策

定
し
、
徐

々
に

ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ
し
て

い
く
こ
と
を
推

奨
す

る
旨

を
示

す
。
[田

中
委

員
]

・
ア

セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト
に

つ
い

て
は

、
ケ

ー
ス

３
で

示
す

程
度

と
す

る
。

→
事

例
で

ケ
ー

ス
１
は

耐
震

化
計

画
の

策
定

が
△

に
な

っ
て

い
る
が

、
ケ

ー
ス

２
で

も
△

、
ケ

ー
ス

３
で

も
△

と
○

の
間

位
で

あ
り
、
ア

セ
ッ
ト
に

つ
い

て
は

、
中

小
の

事
業

体
は

作
れ

な
い

の
で

注
意

す
る
必

要
が

あ
る
。
[高

橋
委

員
]

→
ケ

ー
ス

１
と
そ

の
他

は
仕

上
げ

方
は

別
に

す
る
。
[高

橋
委

員
]

→
簡

易
診

断
、
簡

易
手

法
で

事
業

体
の

方
が

自
ら
作

れ
る
よ
う
な

事
例

が
ほ

し
い

。
[岡

部
委

員
]

→
既

存
の

更
新

計
画

を
耐

震
化

す
る
だ

け
で

、
更

新
を
す

れ
ば

耐
震

化
が

進
む

よ
う
な

仕
掛

け
が

入
っ
て

い
た

方
が

良
い

。
例

え
ば

漏
水

に
対

す
る
更

新
は

立
派

な
耐

震
化

で
あ

る
。
[田

中
委

員
]

→
事

業
体

の
方

に
ま
ず

作
っ
て

い
た

だ
け

る
事

例
を
作

成
す

る
。
[事

務
局

]

・
ケ

ー
ス

０
の

よ
う
な

非
常

に
簡

単
な

も
の

で
も
良

い
の

で
は

。
[宮

島
委

員
]

→
老

朽
管

の
更

新
に

耐
震

化
の

ス
ピ
リ
ッ
ツ
が

入
っ
て

い
れ

ば
良

い
。
[田

中
委

員
]

→
た

だ
し
、
更

新
す

る
際

、
耐

震
管

を
使

用
し
て

い
な

い
事

業
体

で
は

耐
震

化
が

難
し
く
な

る
。

[高
橋

委
員

]

→
そ

の
よ
う
な

事
業

体
が

、
例

え
ば

本
管

の
更

新
の

際
、
耐

震
管

を
使

わ
な

い
で

よ
い

か
を
考

え
て

も
ら
う
だ

け
で

も
良

い
と
思

う
。
[宮

島
委

員
]

・
事

例
を
充

実
さ
せ

、
こ
れ

を
見

れ
ば

最
低

の
こ
と
は

で
き
る
よ
う
に

す
る
。
[宮

島
委

員
]

B
8
9

●
　
全

体
と
し
て

簡
単

な
事

例
を
お

願
い

し
ま
す

。
　
［
岡

部
委

員
］

・
事

例
は

簡
単

な
も
の

と
す

る
。

（更
新

計
画

に
基

づ
く
耐

震
化

の
作

成
事

例
）

・
更

新
計

画
で

耐
震

化
を
行

っ
た

よ
う
な

成
功

事
例

を
示

し
て

も
良

い
の

で
は

。
[鍬

田
委

員
]

・
耐

震
化

計
画

の
事

例
を
資

料
編

で
整

理
す

る
。

→
耐

震
化

計
画

は
オ

ー
プ
ン
な

も
の

な
の

で
、
国

が
要

請
す

れ
ば

示
す

こ
と
が

で
き
る
と
思

う
。
[田

中
委

員
]

→
事

例
に

つ
い

て
は

示
し
方

を
考

え
る
。
[事

務
局

]

（
計

画
策

定
の

期
間

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
計

画
策

定
に

ど
れ

位
、
期

間
が

か
か

る
か

を
示

せ
な

い
か

。
[鍬

田
委

員
]

・
ケ

ー
ス

１
等

に
つ

い
て

、
計

画
策

定
に

要
す

る
期

間
を
示

→
計

画
策

定
は

人
員

数
に

も
よ
る
た

め
、
日

数
を
示

す
の

は
難

し
い

の
で

は
。
[高

橋
委

員
]

（
耐

震
化

対
策

の
整

備
順

序
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ
5
2

－
・
事

例
の

中
で

、
ど
の

施
設

か
ら
耐

震
化

す
れ

ば
よ
い

か
の

例
を
示

し
て

ほ
し
い

。
［
佐

藤
委

員
］

・
事

例
の

中
で

、
耐

震
化

対
策

の
整

備
順

序
例

を
示

す
。

Ａ
4
9

－

Ａ
5
0

－

Ａ
5
1

－

2
4



検
討

会
意

見
メ
ー

ル
意

見
事

務
局

再
検

討
内

容
ペ

ー
ジ

表
　
第

２
回

検
討

会
に

お
け

る
意

見
の

反
映

等
に

つ
い

て

目
次

ペ
ー

ジ
意

見
等

対
応

(※
P
は

第
２
回

検
討

会
資

料
-
4
(1
)の

ペ
ー

ジ
を
示

す
)

指
針

へ
の

反
映

番
号

（
診

断
方

法
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

B
9
0

P
1

(S
2
-
1
)

（
内

容
）
 診

断
方

法
（
意

見
）
 手

順
を
フ
ロ
ー

図
で

示
す

（
中

小
も
意

識
し
て

）
（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
左

記
を
踏

ま
え

、
手

順
を
フ
ロ
ー

図
等

に
よ
り
示

す
。

B
9
1

P
1

(S
2
-
1
)

（
内

容
）
 診

断
方

法
（
意

見
）
 ③

と
本

編
と
の

整
合

（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
各

施
設

形
態

に
対

す
る
詳

細
耐

震
診

断
方

法
の

指
針

名
等

の
リ
ス

ト
を
作

成
す

る
。

（
方

法
の

説
明

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

B
9
2

P
2

(S
2
-
2
)

（
内

容
）
 方

法
の

説
明

（
意

見
）
 施

設
別

の
表

の
方

が
わ

か
り
や

す
い

の
で

は
（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
左

記
の

と
お

り
、
施

設
別

に
表

に
し
て

説
明

す
る
。

（
施

設
の

耐
震

診
断

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

B
9
3

P
2

(S
2
-
2
)

（
内

容
）
 予

測
方

法
（
意

見
）
 通

水
率

の
持

つ
意

味
は

（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
通

水
率

は
震

災
時

の
施

設
の

供
給

可
能

能
力

の
割

合
を
示

し
て

お
り
、
こ
の

説
明

を
追

記
す

る
。

B
9
4

P
2

(S
2
-
2
)

（
内

容
）
 予

測
方

法
（
意

見
）
 耐

震
1
次

診
断

と
は

（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
耐

震
１
次

診
断

は
簡

易
耐

震
診

断
と
同

じ
で

あ
る
。
表

現
を

簡
易

耐
震

診
断

に
修

正
す

る
。

B
9
5

P
2

(S
2
-
2
)

（
内

容
）
 拠

点
施

設
（
意

見
）
 水

源
や

配
水

池
の

破
損

が
少

な
い

と
し
な

が
ら
供

給
停

止
を
想

定
す

る
施

設
の

対
象

と
し
た

の
は

（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

･東
日

本
大

震
災

で
は

水
源

や
配

水
池

等
の

破
損

等
に

よ
る

供
給

停
止

は
少

な
か

っ
た

が
、
一

部
は

損
壊

し
て

供
給

停
止

し
て

お
り
、
劣

化
が

著
し
い

施
設

等
は

供
給

停
止

す
る
と
想

定
し
た

。

B
9
6

P
3

(S
2
-
2
)

（
内

容
）
 送

水
ポ

ン
プ
場

（
意

見
）
 現

地
調

査
で

判
断

で
き
る
の

か
（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
こ
の

モ
デ

ル
ケ

ー
ス

の
事

業
者

で
は

、
送

水
ポ

ン
プ
場

は
ブ

ロ
ッ
ク
造

り
で

あ
っ
た

た
め

、
現

地
調

査
に

よ
る
劣

化
状

況
に

よ
り
耐

震
性

を
概

略
で

判
断

し
て

い
る
。

・
耐

震
性

を
最

終
判

定
す

る
た

め
に

は
指

針
案

に
示

す
よ
う
に

詳
細

耐
震

診
断

が
必

要
で

あ
り
、
こ
の

こ
と
を
計

画
策

定
事

例
に

も
明

記
す

る
。

B
9
7

P
3

(S
2
-
2
)

（
内

容
）
 構

造
物

の
耐

震
性

（
意

見
）
 表

３
と
の

関
係

は
（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
表

３
の

簡
易

診
断

結
果

よ
り
、
耐

震
性

が
高

い
、
中

、
低

い
の

結
果

が
求

め
ら
れ

る
が

、
Ｂ
９
５
に

示
す

よ
う
に

東
日

本
大

震
災

で
は

損
壊

し
て

供
給

停
止

に
至

っ
た

施
設

は
少

な
い

た
め

、
耐

震
性

が
低

い
結

果
と
な

っ
た

施
設

の
う
ち
、
劣

化
が

著
し
い

施
設

等
の

み
供

給
停

止
す

る
と
想

定
し
て

い
る
。

B
9
8

P
3

(S
2
-
2
)

（
内

容
）
 設

備
（
意

見
）
 ア

ン
カ
ー

ボ
ル

ト
の

状
態

で
耐

震
性

が
わ

か
る
の

か
（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
地

震
に

よ
り
設

備
の

移
動

・
転

倒
等

の
有

無
等

に
つ

い
て

は
ア

ン
カ
ー

ボ
ル

ト
の

引
抜

力
の

計
算

を
行

っ
て

確
認

す
る
。

B
9
9

P
3

(S
2
-
2
)

（
内

容
）
 停

電
（
意

見
）
 自

家
用

発
電

機
が

無
け

れ
ば

供
給

停
止

と
す

る
と
影

響
は

非
常

に
大

き
い

の
で

復
旧

時
間

と
の

関
係

を
記

載
（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
左

記
を
踏

ま
え

て
、
停

電
期

間
、
燃

料
備

蓄
量

に
よ
る
停

電
時

の
施

設
稼

働
の

検
討

を
追

記
す

る
。
（
Ｂ
３
６
と
同

じ
）

B
1
0
0

P
3

(S
2
-
2
)

（
内

容
）
 そ

の
他

（
意

見
）
 ③

そ
の

他
（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
左

記
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
5



検
討

会
意

見
メ
ー

ル
意

見
事

務
局

再
検

討
内

容
ペ

ー
ジ

表
　
第

２
回

検
討

会
に

お
け

る
意

見
の

反
映

等
に

つ
い

て

目
次

ペ
ー

ジ
意

見
等

対
応

(※
P
は

第
２
回

検
討

会
資

料
-
4
(1
)の

ペ
ー

ジ
を
示

す
)

指
針

へ
の

反
映

番
号

（
関

係
者

へ
の

説
明

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

B
1
0
1

P
2

(S
2
-
3
)

●
　
表

8
　
管

路
被

害
予

測
と
各

補
正

係
数

・
本

表
を
使

用
す

る
に

は
、
詳

細
な

管
路

情
報

（
マ

ッ
ピ
ン
グ

な
ど
）
と
地

盤
情

報
（
微

地
形

な
ど
）
を
重

ね
る
必

要
が

あ
り
、
中

小
事

業
体

の
方

が
自

分
た

ち
で

は
算

出
で

き
な

い
。

・
概

算
で

被
害

率
、
被

害
件

数
が

算
出

で
き
る
事

例
に

変
更

し
て

、
こ
の

表
は

掲
載

し
な

い
方

が
よ
い

。
　
［
岡

部
委

員
］

・
左

記
の

と
お

り
、
概

算
で

被
害

率
、
被

害
件

数
が

算
出

で
き

る
事

例
を
作

成
す

る
（
Ｂ
４
９
と
同

じ
）
。

・
表

8
は

管
路

の
被

害
予

測
の

考
え

方
・
方

法
を
理

解
を
し
て

い
た

だ
く
上

で
重

要
で

あ
る
た

め
、
掲

載
す

る
。

（
耐

震
化

の
目

標
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

B
1
0
2

P
9

（
内

容
）
 応

急
給

水
（
意

見
）
 現

状
も
併

記
す

る
よ
う
に

し
て

は
  
  
  
  
  
目

標
年

度
を
記

載
（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
こ
の

章
は

耐
震

化
の

目
標

を
示

し
て

お
り
、
現

状
に

つ
い

て
は

、
計

画
(目

標
)と

比
較

す
る
形

で
、
５
章

の
「
耐

震
化

の
効

果
」
等

で
示

す
。

・
現

状
と
計

画
(目

標
)の

比
較

表
示

に
つ

い
て

は
、
応

急
復

旧
期

間
と
と
も
に

、
応

急
給

水
に

つ
い

て
も
配

水
本

管
等

を
使

用
し
た

応
急

給
水

が
早

く
で

き
る
こ
と
を
示

す
。

・
目

標
年

度
を
記

載
す

る
。

（
耐

震
化

の
指

標
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

B
1
0
3

P
1
1

（
内

容
）
 指

標
（
意

見
）
 目

標
で

良
い

の
で

は
1
0
年

後
な

ど
具

体
の

目
標

を
記

載
優

先
順

位
の

高
い

管
路

の
耐

震
化

率
を
入

れ
る

（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
名

称
に

つ
い

て
は

、
指

針
に

合
わ

せ
て

「
耐

震
化

の
指

標
」
と

す
る
。

・
左

記
の

と
お

り
、
1
0
年

後
な

ど
具

体
の

目
標

を
記

載
す

る
。

・
基

幹
管

路
の

耐
震

化
率

と
と
も
に

、
重

要
給

水
施

設
へ

の
供

給
ラ
イ
ン
の

管
路

の
耐

震
化

率
を
示

す
。

（
耐

震
化

計
画

の
策

定
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

B
1
0
4

P
2
3

（
内

容
）
 ア

セ
ッ
ト

（
意

見
）
 ま

ず
耐

震
化

計
画

を
立

て
る
よ
う
に

す
る
。
ア

セ
ッ
ト
は

そ
の

後
で

良
い

場
合

も
あ

り
（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
Ａ
１
４
と
同

じ
で

あ
る
が

、
耐

震
化

計
画

は
ア

セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト
が

な
く
て

も
策

定
で

き
る
こ
と
を
記

述
す

る
。

（
関

係
者

へ
の

説
明

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

B
1
0
5

P
2
9

（
内

容
）
 説

明
（
意

見
）
 耐

震
化

を
す

る
こ
と
で

●
年

後
の

効
果

を
具

体
的

に
示

す
（
修

正
案

）
 －

 ［
熊

木
委

員
］

・
左

記
の

と
お

り
、
耐

震
化

す
る
こ
と
に

よ
る
目

標
年

度
等

に
お

け
る
効

果
を
示

す
。

□
資

料
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
参

考
資

料
等

の
リ
ス
ト
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
事

例
、
文

献
、
参

考
資

料
等

の
リ
ス

ト
を
ど
こ
か

に
付

け
た

方
が

よ
い

。
[粕

谷
氏

]
・
資

料
編

に
参

考
資

料
等

の
リ
ス

ト
を
作

成
す

る
。

・
指

針
の

各
章

に
関

係
す

る
と
こ
ろ
に

示
す

と
分

か
り
や

す
い

。
[岡

部
委

員
]

→
そ

れ
ら
は

工
夫

し
て

資
料

編
に

付
け

る
。
毎

年
、
更

新
し
て

い
く
こ
と
を
考

え
て

い
る
。
[事

務
局

]

（
他

事
業

体
の

計
画

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
他

の
事

業
体

の
計

画
が

あ
れ

ば
参

考
に

な
る
。
[粕

谷
氏

]
・
資

料
編

で
整

理
す

る
。

→
そ

れ
ら
に

つ
い

て
も
情

報
を
集

め
、
発

信
す

る
こ
と
を
考

え
て

い
る
。
[事

務
局

]

Ａ
5
3

－

Ａ
5
4

－
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